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▼
七
月
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十
七
日
（
金
）
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三
〇
分
～
三
時
三
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で

▼
黒
倉
部
落
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一
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練
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大
会
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献
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田
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松
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絡
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▼
7
月
の
予
定

1ggo8月号（Nα174）

七
月
の
土
曜
閉
庁
日
　
十
四
日
・
二
十
八
日

＊
出
生
．
死
亡
・
婚
姻
の
届
は
出
来
ま
す

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
梅
雨
入
り
し
た
あ
と
も
あ
ま
り

強
い
長
雨
も
な
く
、
稲
は
例
年
に

な
い
順
調
な
成
育
状
態
だ
と
言
う

こ
と
で
す
。

　
今
年
度
町
で
予
算
化
し
ま
し
た

大
型
事
業
も
次
々
と
発
注
さ
れ
、

建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
診
療
所
・

温
泉
セ
ン
タ
レ
・
教
員
住
宅
・
ナ

イ
タ
ー
施
設
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
．
工

事
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
竣
工

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　今月

末
に
は
第
十
五
回
目
の
町

民
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
暑

さ
の
一
番
厳
し
い
時
期
で
す
が
、

体
調
を
整
え
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

七
月
一
H
の
人
口

総
人
口
／
三
、
八
七
九
（
▲
三
）

　
男
／
一
、
八
九
五
（
　
一
）

　
女
／
↓
、
九
八
四
（
▲
四
）

世
帯
数
／
一
、
一
八
八
（
　
一
）

（
）
内
は
六
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
七
月
号

平
成
二
年
七
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
行
六
±
一
二
三
一

編
集
／
議
会
事
務
局

広報

、

　一　噸”　　一　鍵醸　「
第15回礁撫・銃・摩

墾蟹畢蝋檎．

謬
、

〆

1ヲ巳

「
、
藏4

　
　
　
　
ザ

ふ
　
　
　
岬

脚欄鞭
∴

鯉
⇔4

、
篭

事
轟

燃剛静時

厳
し
い
暑
さ
の
中
で

開
催
さ
れ
た

第
十
五
回
町
民
体
育
大
会
。

優
勝
旗
は
今
年
も

松
里
チ
ー
ム
に

渡
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

楽
し
い
一
日
で
し
た
。

浦
田
小
学
校
児
童
全
員
に
よ
る

踊
り
は
大
変
立
派
で

大
感
激
し
ま
し
た
。
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噸
張
っ
た
町
民
体
育
大
会

　
　
　
　
総
合
優
勝
は
松
里
地
区
！

　
今
年
で
ト
圧
回
日
と
な
る
町
民

体
育
大
会
が
、
ヒ
月
二
卜
九
目
に

松
之
山
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
、
真
夏
の
厳
し
い
暑
さ
の
中
、

大
勢
の
町
民
が
競
技
や
応
援
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
町
体
が
第
十
五
回
、
そ

し
て
体
協
設
立
十
周
年
と
い
う
二

つ
の
記
念
大
会
と
い
う
事
で
、
特

別
表
彰
な
ど
も
用
意
さ
れ
盛
り
ヒ

が
り
の
あ
る
人
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
朝
か
ら
真
夏
の
太
陽

が
照
り
つ
け
る
絶
好
？
の
大
気
と

な
り
、
松
之
山
小
学
校
の
児
童
に

ょ
る
素
晴
ら
し
い
鼓
笛
隊
の
演
奏

か
ら
開
会
式
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
国
旗
・
町
旗
・
大
会
旗
入
場

の
あ
と
、
布
川
地
区
代
表
の
小
林

敏
之
君
と
福
原
百
合
さ
ん
に
よ
っ

て
聖
火
が
点
火
さ
れ
、
佐
藤
亮
君

（
松
里
〉
が
力
強
く
選
r
宣
誓
を

し
て
開
会
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
さ
わ
や
か
早
朝
体
操

の
成
績
発
表
と
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
区
別
最
優
秀
賞
は
ド
布

蝋
曳蜘噸鉱

川
地
区
に
、
第
一
部
は
ド
川
r
・

笛
二
部
は
西
之
前
、
第
．
、
一
部
は
東

山
部
落
が
そ
れ
ぞ
れ
、
受
賞
し
ま
し

た
。　

競
技
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
競
争

か
ら
始
ま
り
、
紅
白
k
人
れ
、
一
．
［

キ
ロ
ロ
ー
ド
・
宝
箱
は
こ
び
と
進

め
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
各
地

区
が
平
均
し
て
頑
張
り
、
午
前
中

は
得
点
差
が
あ
表
り
開
か
な
い
人

変
お
も
し
ろ
い
展
開
で
し
た
。
し

か
し
、
砲
丸
投
げ
あ
た
り
か
ら
松

里
地
区
が
ジ
リ
ジ
リ
差
を
広
げ
始

め
、
最
後
は
二
位
と
な
っ
た
布
川

地
区
に
ト
六
点
の
差
を
つ
け
て
、

聖火ランナーは

　小林敏之君と福原百合

　さん（布川）の2人が

　つとめてくれました

総
合
優
勝
を
し
ま
し
た
。
松
里
地

区
の
優
勝
は
何
回
連
続
な
の
か
分

ら
な
い
ほ
ど
で
す
ね
。

　
以
卜
、
一
．
位
布
川
、
三
位
浦
田
、

四
位
松
之
山
、
五
位
三
省
と
、
順

位
は
咋
年
と
ま
っ
た
く
同
様
で
し

た
。　

今
大
会
で
は
新
記
録
が
七
つ
、

タ
イ
記
録
が
一
つ
生
ま
れ
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
新
記
録

o
高
校
男
ヂ
、
O
O
m

　
　
（
松
里
）
聡
秒
m

O
男
チ
リ
レ
ー
　
松
里
チ
ー
ム

　
　
3
分
4
9
秒
田

②

さわやか早朝体操の表彰　下布川地区と

第1部の下川手部落
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▼
タ
イ
記
録

o
中
学
男
．
r
一
〇
〇
m
　
大
見
好

　
　
行
’
（
布
川
）
1
2
秒
70

　
ま
た
、
同
一
種
目
で
三
年
連
続

↓
位
と
な
っ
た
四
人
に
、
特
別
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▽
巾
学
女
ヂ
一
〇
〇
m

　
．
r
（
浦
田
）
▽
三
キ
ロ
ロ
ー
ド

　
o
中
学
女
子
・
竹
内
雅
子
（
浦

　
田
）
○
庁
年
男
子
・
村
山
幸
夫

　
（
布
川
）
▽
砲
丸
投
げ
二
口
同
橋

英
司
（
松
里
）

　
今
回
の
大
会
で
大
変
印
象
深
か

っ
た
の
は
、
浦
田
小
学
校
の
児
童

全
員
の
踊
り
で
し
た
。
小
さ
い
一

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
、
本
当
に

キ
ビ
キ
ビ
し
た
笠
の
使
い
方
で
、

一
生
懸
命
練
習
し
た
様
子
が
伺
え
、

人
変
感
動
的
で
し
た
。

　
全
体
を
と
お
し
て
、
人
数
の
間

違
い
が
あ
っ
た
り
、
失
格
者
の
出

た
種
目
が
出
た
り
と
少
し
の
ト
ラ

ブ
ル
は
あ
り
ま
し
た
が
、
う
だ
る

よ
う
な
暑
さ
の
中
、
皆
さ
ん
本
当

に
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
卜
κ
回
を
ス
テ
ッ
プ
に
、
今
後

の
進
め
方
を
一
年
か
け
て
み
ん
な

で
考
え
て
み
る
の
も
、
マ
ン
ネ
リ

化
を
防
ぐ
一
つ
の
手
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
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．
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（
浦
田
）
▽
三
キ
ロ
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ー
ド

　
o
中
学
女
子
・
竹
内
雅
子
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浦

　
田
）
○
庁
年
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・
村
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（
布
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）
▽
砲
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げ
二
口
同
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（
松
里
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今
回
の
大
会
で
大
変
印
象
深
か

っ
た
の
は
、
浦
田
小
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校
の
児
童

全
員
の
踊
り
で
し
た
。
小
さ
い
一

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
、
本
当
に

キ
ビ
キ
ビ
し
た
笠
の
使
い
方
で
、

一
生
懸
命
練
習
し
た
様
子
が
伺
え
、

人
変
感
動
的
で
し
た
。

　
全
体
を
と
お
し
て
、
人
数
の
間

違
い
が
あ
っ
た
り
、
失
格
者
の
出

た
種
目
が
出
た
り
と
少
し
の
ト
ラ

ブ
ル
は
あ
り
ま
し
た
が
、
う
だ
る

よ
う
な
暑
さ
の
中
、
皆
さ
ん
本
当

に
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
卜
κ
回
を
ス
テ
ッ
プ
に
、
今
後

の
進
め
方
を
一
年
か
け
て
み
ん
な

で
考
え
て
み
る
の
も
、
マ
ン
ネ
リ
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を
防
ぐ
一
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手
か
も
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せ
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国民健康保険

　
国
保
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
よ
り
納
め

て
い
た
だ
く
保
険
税
が
基
本
に
な
り
ま
す
。
保
険
税
の
額
は
、

基
本
的
に
は
、
そ
の
年
の
医
療
費
が
ど
の
ぐ
ら
い
に
な
る
か
を

予
測
し
た
上
で
税
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
医
療
費
が
ふ
え
れ
ば

当
然
保
険
税
も
ふ
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
医
療
費
の
節
約
を

し
ま
し
ょ
う
。
又
、
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
は
、
被
保
険
者
の

義
務
で
あ
り
、
期
日
ど
う
り
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
二
年
度
税
率
決
ま
る

　
今
年
度
の
正
式
な
保
険
税
が
決

ま
り
ま
し
た
。
保
険
税
は
前
年
分

の
所
得
・
固
定
資
産
税
な
ど
を
「
賦

課
基
準
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
前
年
の
所
得
が
決
定
す
る

ま
で
の
四
月
か
ら
六
月
ま
で
は
暫

定
保
険
料
と
し
て
、
前
年
度
の
保

険
料
の
十
二
分
の
一
の
額
を
月
額

と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
9
9

平成2年度国保税率表

区　分 税　　率 説　　　　　明

所得割
4．81

100
所得金額
1万円に対し481円

資産割
43．02

100
固定資産税額
1万円に対し4，302円

均等割 18，500円 加入者1人分
2人の場合は37，000円

平等割 20，600円 1世帯当り

前年対比で（灘肯り徽）

　　　　　　　　　低くなりました。

7
月
か
ら

新
し
い
圏
國

　
七
月
か
ら
新
し
い
保
険
税
の
納

付
書
が
、
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の

税
を
決
め
る
税
率
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。
こ
れ
ら
四
つ
の
合
計
額

が
今
年
度
の
保
険
税
で
す
。
七
月

か
ら
の
保
険
税
は
「
暫
定
保
険
税
」

を
差
引
い
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
保
険
税

の
最
高
四
十
二
万
円
で
す
。
所
得

の
低
い
世
帯
に
は
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
税
に
つ
い
て
く
わ

し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

住
民
課
福
祉
係
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

曳｛

医
療
費
節
約
を
心
が
け

保
険
税
の
値
上
げ
を
防
ご
う

　
一
人
一
人
が
必
要
な
と
き
、
本

当
に
必
要
な
治
療
が
十
分
に
受
け

ら
れ
る
た
め
に
も
、
お
医
者
さ
ん

を
転
々
と
し
た
り
、
不
必
要
な
ク

ス
リ
ね
だ
り
を
す
る
よ
う
な
ム
ダ

な
医
療
費
を
使
わ
な
い
よ
う
に
、

又
、
深
夜
・
休
日
・
時
間
外
受
診

を
で
き
る
だ
け
避
け
る
よ
う
、
お

互
い
に
気
を
つ
け
医
療
費
の
節
約

を
心
が
け
、
保
険
税
の
値
上
げ
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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一
部
負
担
金
の
保
険
者

徴
収
制
度
の
廃
止

　
い
ま
ま
で
医
療
機
関
で
診
療
を

受
け
た
時
、
窓
口
で
一
部
負
担
金

を
支
払
っ
て
こ
な
く
て
も
よ
か
っ

た
の
で
す
が
、
国
民
健
康
法
の
改

正
に
よ
り
平
成
四
年
四
月
一
日
よ

り
保
険
者
徴
収
制
度
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
診
療
を
受
け

た
際
は
必
ず
窓
口
で
、
一
部
負
担

金
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
施
ま
で
、
ま
だ
期
間
が
あ
り
ま

す
が
連
絡
い
た
し
ま
す
。

保
険
証
の

更
新
に
つ
い
て

　
九
月
一
日
か
ら
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
と
退
職
者
制
度
の
保
険

証
が
「
ク
リ
ー
ム
色
」
に
か
わ
り

ま
す
。
今
ま
で
の
「
ふ
じ
色
」
の

保
険
証
は
、
八
月
三
十
一
日
で
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
下

さ
い
。
更
新
は
八
月
末
に
部
落
長

さ
ん
を
通
し
て
お
こ
な
い
ま
す
。

　　下布川地区の皆さん

　　　　電話ください！

ノ
，

響
、
轍
麟

上越保健所

　「健康テレフォンサービス」

　　　　　　　　　　8・9月分

診療所患者輸送バス

　上越保健所では電話で病気の予防や、健康

づくりの情報をお知らせしています。

　各曜日ごとに違った内容のものを流してい

ますので、聞いてみたい項目がありましたら

電話してみてください。

　時間帯は、平日が夕方5時から翌朝8時30

分まで、土曜日は、正午から月曜日朝8時3C

　布川地区につきましては隔週月曜日ごとに

患者輸送車を運行しておりますが、下布川地

区（五十子平・坪野・赤倉・東山）について

は、今まで運行表に入っていませんでした。

　今後は、診療日の前日までに診療所に電話

等で連絡いただければ、下布川地区に患者輸

送バスを運行しますので、ご利用ください。

　月曜日に診療所へ行って診察してもらおう

という方がおりましたら、日曜日のうち！こ診

療所にバスに乗りたいと連絡してください。

診療所の方で何時頃どこで待っているように

と指示します。

　なお、連絡のない時は今までどおり下布川

には廻りませんので、注意してください。

分まで、土曜日は、正午から月曜日朝8時30

分までとなっています。

　電話番号0255－23－1315番です。

内　　　　　　　　　　　　容

月 赤ちゃんの夏の過ごし方

火 飲み物選びのヒント！

水 子宮筋腫にっいて

木 不眠について

金 お年寄のちょっとおもらしに！

土 地球のための宇宙服が

　　　　　　　　ほころびかけています。

　　　～オゾン層のおはなし～日

夏の交通事故防止運動
　　■期間　7月21日（土）～8月20日（月）

　　　スローガン
　　　　　気をつけていねむりスピード気のゆるみ
　　■運動の重点
　　　1、飲酒・過労・暴走運転の追放
　　　2、子供と高齢者の交通事故防止
　　　3、二輪車（ミニバイク）の事故防止

o
9
〆

δ

η葦

　
　
フ

　
　
，

　
　
㎝

並．

る
＼
D雛

⑤

、



ー
N
8
ー

④

安心して生活するための
　
　
　
齢
肇
．

r
．
繍
姻

国民健康保険

　
国
保
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
よ
り
納
め

て
い
た
だ
く
保
険
税
が
基
本
に
な
り
ま
す
。
保
険
税
の
額
は
、

基
本
的
に
は
、
そ
の
年
の
医
療
費
が
ど
の
ぐ
ら
い
に
な
る
か
を

予
測
し
た
上
で
税
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
医
療
費
が
ふ
え
れ
ば

当
然
保
険
税
も
ふ
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
医
療
費
の
節
約
を

し
ま
し
ょ
う
。
又
、
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
は
、
被
保
険
者
の

義
務
で
あ
り
、
期
日
ど
う
り
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
二
年
度
税
率
決
ま
る

　
今
年
度
の
正
式
な
保
険
税
が
決

ま
り
ま
し
た
。
保
険
税
は
前
年
分

の
所
得
・
固
定
資
産
税
な
ど
を
「
賦

課
基
準
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
前
年
の
所
得
が
決
定
す
る

ま
で
の
四
月
か
ら
六
月
ま
で
は
暫

定
保
険
料
と
し
て
、
前
年
度
の
保

険
料
の
十
二
分
の
一
の
額
を
月
額

と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
9
9

平成2年度国保税率表

区　分 税　　率 説　　　　　明

所得割
4．81

100
所得金額
1万円に対し481円

資産割
43．02

100
固定資産税額
1万円に対し4，302円

均等割 18，500円 加入者1人分
2人の場合は37，000円

平等割 20，600円 1世帯当り

前年対比で（灘肯り徽）

　　　　　　　　　低くなりました。

7
月
か
ら

新
し
い
圏
國

　
七
月
か
ら
新
し
い
保
険
税
の
納

付
書
が
、
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の

税
を
決
め
る
税
率
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。
こ
れ
ら
四
つ
の
合
計
額

が
今
年
度
の
保
険
税
で
す
。
七
月

か
ら
の
保
険
税
は
「
暫
定
保
険
税
」

を
差
引
い
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
保
険
税

の
最
高
四
十
二
万
円
で
す
。
所
得

の
低
い
世
帯
に
は
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
税
に
つ
い
て
く
わ

し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

住
民
課
福
祉
係
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

曳｛

医
療
費
節
約
を
心
が
け

保
険
税
の
値
上
げ
を
防
ご
う

　
一
人
一
人
が
必
要
な
と
き
、
本

当
に
必
要
な
治
療
が
十
分
に
受
け

ら
れ
る
た
め
に
も
、
お
医
者
さ
ん

を
転
々
と
し
た
り
、
不
必
要
な
ク

ス
リ
ね
だ
り
を
す
る
よ
う
な
ム
ダ

な
医
療
費
を
使
わ
な
い
よ
う
に
、

又
、
深
夜
・
休
日
・
時
間
外
受
診

を
で
き
る
だ
け
避
け
る
よ
う
、
お

互
い
に
気
を
つ
け
医
療
費
の
節
約

を
心
が
け
、
保
険
税
の
値
上
げ
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

認讐響象　i
　　　　　卑畝　　　　　　　　　　　　　ま

離・馨〆〆　　1
　　　在
　也　　　　　　　　　　．．．、∫・・鶉

　　　　徐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撃
　　垢
　　　　氏’
　　　　名　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　じ田　　　　卑畝
　　　　　掌“矯昏9

一
部
負
担
金
の
保
険
者

徴
収
制
度
の
廃
止

　
い
ま
ま
で
医
療
機
関
で
診
療
を

受
け
た
時
、
窓
口
で
一
部
負
担
金

を
支
払
っ
て
こ
な
く
て
も
よ
か
っ

た
の
で
す
が
、
国
民
健
康
法
の
改

正
に
よ
り
平
成
四
年
四
月
一
日
よ

り
保
険
者
徴
収
制
度
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
診
療
を
受
け

た
際
は
必
ず
窓
口
で
、
一
部
負
担

金
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
施
ま
で
、
ま
だ
期
間
が
あ
り
ま

す
が
連
絡
い
た
し
ま
す
。

保
険
証
の

更
新
に
つ
い
て

　
九
月
一
日
か
ら
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
と
退
職
者
制
度
の
保
険

証
が
「
ク
リ
ー
ム
色
」
に
か
わ
り

ま
す
。
今
ま
で
の
「
ふ
じ
色
」
の

保
険
証
は
、
八
月
三
十
一
日
で
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
下

さ
い
。
更
新
は
八
月
末
に
部
落
長

さ
ん
を
通
し
て
お
こ
な
い
ま
す
。

　　下布川地区の皆さん

　　　　電話ください！

ノ
，

響
、
轍
麟

上越保健所

　「健康テレフォンサービス」

　　　　　　　　　　8・9月分

診療所患者輸送バス

　上越保健所では電話で病気の予防や、健康

づくりの情報をお知らせしています。

　各曜日ごとに違った内容のものを流してい

ますので、聞いてみたい項目がありましたら

電話してみてください。

　時間帯は、平日が夕方5時から翌朝8時30

分まで、土曜日は、正午から月曜日朝8時3C

　布川地区につきましては隔週月曜日ごとに

患者輸送車を運行しておりますが、下布川地

区（五十子平・坪野・赤倉・東山）について

は、今まで運行表に入っていませんでした。

　今後は、診療日の前日までに診療所に電話

等で連絡いただければ、下布川地区に患者輸

送バスを運行しますので、ご利用ください。

　月曜日に診療所へ行って診察してもらおう

という方がおりましたら、日曜日のうち！こ診

療所にバスに乗りたいと連絡してください。

診療所の方で何時頃どこで待っているように

と指示します。

　なお、連絡のない時は今までどおり下布川

には廻りませんので、注意してください。

分まで、土曜日は、正午から月曜日朝8時30

分までとなっています。

　電話番号0255－23－1315番です。

内　　　　　　　　　　　　容

月 赤ちゃんの夏の過ごし方

火 飲み物選びのヒント！

水 子宮筋腫にっいて

木 不眠について

金 お年寄のちょっとおもらしに！

土 地球のための宇宙服が

　　　　　　　　ほころびかけています。

　　　～オゾン層のおはなし～日

夏の交通事故防止運動
　　■期間　7月21日（土）～8月20日（月）

　　　スローガン
　　　　　気をつけていねむりスピード気のゆるみ
　　■運動の重点
　　　1、飲酒・過労・暴走運転の追放
　　　2、子供と高齢者の交通事故防止
　　　3、二輪車（ミニバイク）の事故防止

o
9
〆

δ

η葦

　
　
フ

　
　
，

　
　
㎝

並．

る
＼
D雛

⑤

、



雪
と
遊
ぼ
う

　
　
　
真
夏
の
雪
ま

　
冬
か
ら
大
切
に
保
管
し
て
来
た

雪
を
使
っ
て
遊
ん
だ
り
、
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
し
て
楽
し
む
”
真
夏
の

雪
ま
つ
り
”
が
、
今
年
も
八
月
・
卜

四
日
に
大
厳
寺
高
原
で
賑
や
か
に

8月14日大厳寺高原

つ
辺【

開
催
さ
れ
ま
す
ゆ

　
毎
回
お
盆
の
帰
省
客
な
ど
で
人

変
賑
わ
う
こ
の
雪
ま
つ
り
、
今
回

も
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
が
い
っ
ぱ
い

待
っ
て
ま
す
か
ら
、
大
勢
で
参
加

蔑
讐
，

》

　
鷺
・

電蔑郷

昨年初めて行われた雪上ジャンケン大会

ハダシの足が冷たそ～！

人
権
擁
護
委
員

福
原
一
雄
さ
ん
表
彰
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　　，療“㌦　剛

福原一雄さん

　
町
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活

躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
福
原
一
雄

さ
ん
（
天
水
越
　
酢
屋
）
が
、
こ

の
程
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

　
こ
れ
は
、
福
原
さ
ん
が
永
年
に

わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活

動
し
て
来
ら
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
大
変

地
味
で
す
が
、
人
と
人
と
の
ト
ラ

ブ
ル
解
清
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

仕
事
で
す
。
現
在
、
高
波
仁
一
郎

さ
ん
（
松
口
）
と
二
人
で
引
き
受

け
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ー
8
頃
ー

し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
十
一
時
よ
り
色
々
な
ゲ

ー
ム
が
始
ま
り
ま
す
。
い
く
つ
か

紹
介
す
る
と
、

◎
雪
上
馬
そ
り
リ
レ
ー

　
一
チ
ー
ム
四
名
で
参
加
で
き
ま
　

　
す
。
乗
り
手
一
名
、
後
の
三
人

　
が
ソ
リ
を
引
っ
ぱ
る
競
技
で
す
。

◎
雪
上
つ
な
引
き
大
会

　
男
子
三
名
女
二
名
の
合
計
五
人

　
で
一
組
。
雪
上
を
裸
足
で
引
っ

　
ぱ
り
あ
う
厳
し
い
大
会
。

◎
雪
上
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

　
裸
足
に
な
っ
て
み
ん
な
で
ジ
ャ

　
ン
ケ
ン
。
四
位
ま
で
豪
華
賞
品
。

◎
雪
中
穴
掘
り
ゲ
ー
ム
（
新
規
）

　
＝
、
人
一
組
、
リ
レ
ー
方
式
で
ど

　
の
紐
が
早
く
地
面
に
つ
く
か
を

　
競
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ン
ボ
岩
魚
の

つ
か
み
ど
り
や
、
雪
上
ウ
ル
ト
ラ

O
×
ク
イ
ズ
な
ど
も
あ
り
ま
す
よ
。

　
各
種
の
ゲ
ー
ム
が
終
っ
た
後
は

ゲ
レ
ン
デ
を
開
放
し
ま
す
の
で
、

思
い
っ
き
り
雪
の
上
で
遊
ん
で
く

だ
さ
い
。
出
店
コ
ー
ナ
ー
も
沢
山

あ
っ
て
楽
し
い
で
す
よ
。

　
．
r
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

雪
ま
つ
り
、
大
厳
寺
高
原
へ
涼
み

に
来
て
く
だ
さ
い
。
待
っ
て
ま
～

す
9

夏季火災予防運動

　　　　　実施中

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
た
ら

年
金
証
書
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

皆
さ
ん
は
、
八
月
期
分
（
四
～
七

月
分
）
の
年
金
を
受
け
と
っ
た
ら
、

国
民
年
金
証
書
を
役
場
へ
お
返
し

く
だ
さ
い
。

　
老
齢
福
祉
年
金
は
、
全
額
が
国

で
負
担
し
て
い
る
年
金
で
す
か
ら

受
給
権
者
す
べ
て
に
支
給
さ
れ
る

と
い
う
も
の
で
な
く
、
本
人
ま
た

は
扶
養
義
務
者
に
、
定
額
以
L
の

所
得
が
あ
っ
た
り
、
他
の
年
金
を

受
け
て
い
る
と
、
老
齢
福
祉
年
金

の
一
部
ま
た
は
全
額
の
支
給
が
停

止
さ
れ
ま
す
。

　
も
し
、
年
金
証
書
の
提
出
が
遅

れ
ま
す
と
、
セ
一
月
期
分
の
年
金

の
支
払
日
ま
で
に
お
支
払
い
す
る

こ
と
が
で
ぎ
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
証
書
は
必
ず
お
返

し
く
だ
さ
い
。

8月1日～31日

松高生黛書道“で大活躍

無
料
法
務

総
合
相
談
（
人
権
相
談
）
所
を
開
設
し
ま
す

　
近
隣
の
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
内

の
も
め
ご
と
、
名
誉
・
信
用
の
侵

害
等
の
人
権
問
題
、
そ
の
他
、
離

婚
、
相
続
、
土
地
、
戸
籍
の
問
題

な
ど
で
お
困
り
の
方
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

▽
H
時

　
九
月
七
日
（
金
）
　
午
前
十
時

　
よ
り
午
後
三
時
ま
で

▽
会
場

　
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
一
、

　
階▽

主
催

　
松
之
山
町
・
L
越
人
権
擁
護
委

　
員
協
議
会
・
新
潟
地
方
法
務
局

上
越
支
局

　安塚高校松之山分校σ）書道部の生徒が、2つα）人

きな，ll：道展で数多くの人賞を果たしましたので紹介

しますQ

◎全ll本，霞ま少年書道展

理事長賞　　　　高橋　モ津（2年）

li本書学協会賞　南雲　雅美（3年）

　　　〃　　　　推薦賞　小野塚喜美子（3年）

　　　〃　　　　　　　樋口　晴美　　（3年）

　　　ノノ　　　　　　　　牛ケ内さおり　　（2年）

特選　　　　　　福原　明美（3年）
（表彰式　7月31H　東京都豊島公会堂）

◎第40回　全ll本学生書道展

特選学会賞　　　樋口　晴美（3年）
学会賞　　　　　小野塚喜美子（3年）

金　賞　　　　　南雲　雅美（3年）

　〃　畢　　　　竹内さおり（2年）

　〃　　　　　　高橋　千津（2年）
（授賞式　8月4日　東京科学技術館）

　
夏
休
み
、
お
盆
を
迎
え
帰
省
客
・

避
暑
観
光
客
等
で
、
当
松
之
山
町

も
人
口
が
急
激
に
増
加
す
る
事
が

．

乎
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
に
伴
い
火
気
を

取
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
、
火
災

の
多
発
が
憂
慮
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
期
に
お
け
る
火
災
の
防
止

を
図
る
こ
と
を
H
的
と
し
て
ρ
夏

季
火
災
防
止
運
動
”
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
、
卜

分
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
夏
休
み
期
間
中
は
、
．
士
供
の
”
花

火
遊
び
に
よ
る
火
災
”
　
”
水
の
事

故
”
が
多
く
な
り
ま
す
。
自
分
の

．
r
供
だ
け
で
な
く
、
よ
そ
の
子
供

た
ち
が
危
険
な
事
を
し
て
い
た
ら
、

近
く
に
い
る
大
人
が
注
意
し
ま
し

ょ
う
！

消防職員を

募集します

上越地域消防事務組合

　上越地域一帯の防災を目的に組織されている

寮上越地域消防事務組合。では、来年度男子若

干名を採用します。

　消防職員になろうという意欲ある若者の応募

期待しています。

〉応募資格及び要領

○昭和45年4月2日以降に生まれた男子で、高

　校卒業か来年3月卒業見込みの方。

○上越管内に住所又は本籍を有ずる方。

o身長160センチ・体重55キロ以上、視力は両

　眼とも裸眼視力0．3以上の方。

（日）、上越消防本部で教養試験・作文

が行われます。
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　10月下旬に面接と体力検査を行います。

○受験の受付は、8月25日から9月7日までで
　す。

　　用紙は各消防署・分遣所にありますし、現

　在在学中の人は必要ありません。

※詳しい事は、松之山分遣所にお訪ねください。
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雪
と
遊
ぼ
う

　
　
　
真
夏
の
雪
ま

　
冬
か
ら
大
切
に
保
管
し
て
来
た

雪
を
使
っ
て
遊
ん
だ
り
、
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
し
て
楽
し
む
”
真
夏
の

雪
ま
つ
り
”
が
、
今
年
も
八
月
・
卜

四
日
に
大
厳
寺
高
原
で
賑
や
か
に
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”
が
多
く
な
り
ま
す
。
自
分
の

．
r
供
だ
け
で
な
く
、
よ
そ
の
子
供

た
ち
が
危
険
な
事
を
し
て
い
た
ら
、

近
く
に
い
る
大
人
が
注
意
し
ま
し

ょ
う
！

消防職員を

募集します

上越地域消防事務組合

　上越地域一帯の防災を目的に組織されている

寮上越地域消防事務組合。では、来年度男子若

干名を採用します。

　消防職員になろうという意欲ある若者の応募

期待しています。

〉応募資格及び要領

○昭和45年4月2日以降に生まれた男子で、高

　校卒業か来年3月卒業見込みの方。

○上越管内に住所又は本籍を有ずる方。

o身長160センチ・体重55キロ以上、視力は両

　眼とも裸眼視力0．3以上の方。

（日）、上越消防本部で教養試験・作文

が行われます。

　
　
　
　
　
い
格
年
か
内
6
0
裸
験
日
験
験
旬
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
試
30
試
試
下

越
越
を
防
し
募
和
卒
越
長
と
次
月
性
次
月
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
9
適
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
〇

　10月下旬に面接と体力検査を行います。

○受験の受付は、8月25日から9月7日までで
　す。

　　用紙は各消防署・分遣所にありますし、現

　在在学中の人は必要ありません。

※詳しい事は、松之山分遣所にお訪ねください。

0⑦

、
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防
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松
之
由
町
消
防
団
（
小
野
塚
健

［
団
長
）
で
は
、
七
月
八
日
（
日
）

の
午
後
＼
町
内
一
カ
所
を
火
点
と

し
た
地
域
想
定
訓
練
を
行
い
、
全

団
員
が
出
動
し
ま
し
た
。

　
午
後
一
時
、
町
民
体
育
館
か
ら

出
火
と
い
っ
想
定
に
は
、
松
ρ
U

地
区
及
び
痛
川
地
区
の
ボ
ン
プ
が

出
動
、
ま
た
、
午
後
一
一
二
時
に
は
大

厳
寺
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
附
．
近
を
火

点
と
し
、
松
里
及
び
涌
田
地
区
の

ボ
ン
ブ
が
出
動
し
ま
し
た
。

　
ニ
カ
所
と
も
サ
イ
レ
ン
を
合
図

に
』
斉
に
出
動
。
水
利
か
う
中
継

に
入
る
分
団
・
中
継
槽
よ
り
放
水

す
る
分
団
と
手
際
良
く
作
業
が
進

め
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
訓
練
の
特

徴
は
、
水
利
か
b
火
占
川
が
大
蛮
遠

い
た
め
、
い
か
に
中
継
亭
う
δ
ぐ

ス
ム
ー
ズ
に
や
れ
る
か
で
し
た
が
、

ど
こ
の
分
団
も
大
ゆ
機
敏
な
動
作

で
作
業
を
進
め
、
全
部
腋
水
が
出

来
ま
し
た
。

　
本
番
を
想
定
し
た
．
L
の
よ
）
な

訓
練
が
、
　

番
力
が
入
り
実
践
に

即
し
て
、
い
る
よ
、
）
で
す
。

　
花
火
な
ど
に
十
分
注
意
し
ま
し

よ
う
。

愈麗

一
珊
，響

　　　　　　　　　　　　　磁麟4巌

畿
　r　じ
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　　　町民体育館と大厳寺高原キャンプ

　　　場付近を火点にしての訓練

⑧

2
や
つ
ば
り
松
里
地
区
は
強
い
！
第
6
回
町
民
つ
な
引
き
大
会

かすり姿でガンバル、浦田カカア天下チーム

女子の部で堂々2位になりました

　
、
商
美
奎
目
年
部
主
催
の
”
第
八

回
　
鋤
民
つ
な
引
き
大
く
「
デ
が
、

七
月
十
九
日
の
俊
町
民
体
肖
館
で

行
わ
れ
、
男
望
あ
わ
せ
て

O
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
賞
品
が
豪
単
な
事
と
、

甜
で
も

参
加
出
来
る
事
で
人
気
の
あ
る
．
し

の
大
会
、
今
画
も
女
。
牲
だ
け
の
チ

ー
ム
が
十

チ
ー
ム
も
あ
り
、
そ

の
盛
り
上
が
り
ぶ
り
は
大
し
た
も

の
で
弓
。

　
八
時
三
〇
分
よ
り
開
始
さ
れ
た

試
合
は
男
タ
、
と
も
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
進
め
ら
れ
、
両
側
に
陣
取

っ
た
応
援
団
の
声
援
を
受
け
な
が

う
、
勤
死
に
な
つ
て
綱
を
引
つ
ば

つ
て
い
ま
し
た
。

　
結
聖
の
乃
は
、
貌
、
、
、
σ
は
連
続

優
勝
を
し
て
い
る
大
火
島
B
チ
ー

ム
が
圧
倒
的
強
さ
で
優
勝
　

位

は
松
2
山
生
コ
ン
チ
！
ム
　

位

は
農
協
職
目
’
に
よ
．
O
ウ
ウ
ぐ
ノ
ド
ア

ツ
ブ
ヲ
ー
ム
ぐ
し
た
。
女
～
の
部

は
、
肝
年
9
ン
ス
に
」
ン
で
、
、
幽
勝

し
た
天
水
越
の
婦
人
た
う
が
、
今

回
r
ハ
ラ
焼
肉
の
タ
レ
夫
人
チ
ー

ム
で
連
続
鰺
勝
、

栢
は
浦
田
の

カ
カ
ア
大
ト
ヂ
ー
ム
、
　

傍
は
h

暇
魏
力
ー
ヂ
）
シ
ズ
σ
し
た
。
皆

さ
ん
大
診
．
覧
諾
労
様
σ
し
た
。

今
年
も
上
鰐
池
チ
ー
ム
が
上
位
を
独
占
第
3
回
な
が
濾

今年も圧倒的な強さで優勝した

天水島Bチーム

3　
七
月
六
日
の
優
、
町
民
体
喬
館

で
第
三
回
な
が
な
わ
と
び
大
会
が

行
わ
れ
、
上
鰐
池
A
・
B
チ
ー
ム

が
τ
二
位
を
独
占
す
る
沽
．
躍
で

し
た
。

　
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
、
」
の

大
会
、
飛
び
手
の
十
人
と
ま
わ
レ

て
二
人
の
呼
吸
が
ビ
ッ
9
リ
合
わ

な
い
と
＼
な
か
な
か
数
多
く
飛
べ

ず
．
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
か
勝
負
を
ろ

右
す
る
競
技
で
、
各
チ
ー
ム
と
も

苫
労
し
た
よ
う
で
す
。u

も
毒

　
　
．
も

饗

「ヨ～イ、スタート」元気よく飛び込む子供たち

　
競
技
の
方
は

次
吊
選
で
十
チ

ー
ム
を
残
し
、
さ
ら
に
二
次
予
選

で
六
チ
ー
ム
に
絞
り
、
そ
の
六
チ

ー
ム
で
決
勝
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
上
蝦
池
A
チ
ー
ム
（
学

生
）
が
■
パ
コ
回
を
飛
び
優
勝
、

二
位
は
上
鰐
池
B
チ
ー
ム
（
大
人
）

で
二
㎜
し
回
、
三
位
は
松
里
小
学

校
A
チ
ー
ム
で
一
二
〇
回
で
し
た
。

　
ま
た
、
　
…
回
戦
で
…
番
多
ぐ
飛

ん
だ
士
位

チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る

ジ
や
ン
プ
賞
に
は
、
　
　
位
が
松
里

小
A
・
二
位
L
鰐
池
A
・
三
位
ヒ

鰐
池
B
チ
ー
ム
と
、
こ
の

ニ
チ
ー

ム
で
全
て
の
賞
を
と
つ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
〈
ラ
回
、
　

番
多
く
飛
ん
だ
回
数

は
一
六
二
回
で
、
昨
葺
の

九
八

回
を
越
え
る
事
は
残
△
「
、
触
な
が
ら
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
ま
た
チ

ヤ
レ
ン
ジ
し
ま
し
よ
う
！

4
新
記
録
が
沢
山
出
た
町
学
童
姻
溺
薦
騨
“

　
第
二
〇
回
の
松
2
山
咄
学
童
親

善
水
泳
大
会
が
、
七
月
二
十
ヒ
臼

町
民
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
好
大
に

も
恵
ま
れ
て
新
記
録
が
続
出
し
ま

し
た
。

　
町
内
各
小
学
校
の
四
年
生
以
上

（
［
部
三
年
生
含
む
）
が
参
垢
し

て
行
わ
れ
る
．
し
の
大
会
、
二
十
h

メ
ー
ト
ル
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
ま
で

の
各
種
目
ご
と
に
ヲ
イ
ム
が
競
わ

れ
ま
す
。
す
ご
く
上
手
に
泳
ぐ
子
、

や
っ
と
泳
ぎ
切
る
子
と
様
々
で
す

が
、
み
ん
な
良
く
頑
張
り
ま
し
た
。

　
新
記
録
は
四
貧
生
で
九
つ
、
五

年
生
で
丑
つ
、
六
卸
生
コ
う
と

沢
山
生
ま
れ
ま
し
た
。
特
に
四
年

生
の
沽
躍
が
ひ
か
り
ま
す
ね
。

　
さ
あ
、
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み

で
す
。
泳
ぐ
の
が
ち
ょ
っ
と
苦
手

だ
な
あ
と
い
う
人
は
、
い
っ
ば
い

泳
い
で
練
習
し
ま
し
ょ
う
。

　　　．職傷 璽噸繭廓脚醐騨一』4鴨輔鴫剛■嘲騨騨・剛一騨一
　江灘騨、

　欄幽伽卿■”「一　”

　　一
ψ7置一　

　
　
訟
彫

伊

決勝戦で162回を飛んで優勝した上鰯池

Aチーム、、残念ながら新記録は出ません

でした

「もうすぐゴールだ、ガンバレー！」

⑨
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松
2
山
咄
学
童
親

善
水
泳
大
会
が
、
七
月
二
十
ヒ
臼

町
民
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
好
大
に

も
恵
ま
れ
て
新
記
録
が
続
出
し
ま

し
た
。

　
町
内
各
小
学
校
の
四
年
生
以
上

（
［
部
三
年
生
含
む
）
が
参
垢
し

て
行
わ
れ
る
．
し
の
大
会
、
二
十
h

メ
ー
ト
ル
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
ま
で

の
各
種
目
ご
と
に
ヲ
イ
ム
が
競
わ

れ
ま
す
。
す
ご
く
上
手
に
泳
ぐ
子
、

や
っ
と
泳
ぎ
切
る
子
と
様
々
で
す

が
、
み
ん
な
良
く
頑
張
り
ま
し
た
。

　
新
記
録
は
四
貧
生
で
九
つ
、
五

年
生
で
丑
つ
、
六
卸
生
コ
う
と

沢
山
生
ま
れ
ま
し
た
。
特
に
四
年

生
の
沽
躍
が
ひ
か
り
ま
す
ね
。

　
さ
あ
、
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み

で
す
。
泳
ぐ
の
が
ち
ょ
っ
と
苦
手

だ
な
あ
と
い
う
人
は
、
い
っ
ば
い

泳
い
で
練
習
し
ま
し
ょ
う
。

　　　．職傷 璽噸繭廓脚醐騨一』4鴨輔鴫剛■嘲騨騨・剛一騨一
　江灘騨、

　欄幽伽卿■”「一　”

　　一
ψ7置一　

　
　
訟
彫

伊

決勝戦で162回を飛んで優勝した上鰯池

Aチーム、、残念ながら新記録は出ません

でした

「もうすぐゴールだ、ガンバレー！」

⑨
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郡
内
森
林
組
ム
ロ
が
広
域
合
併
へ

　
　
“
ゆ
き
ぐ
に
森
林
組
合
”
と
い
う
名
称
に

　
松
之
山
・
大
島
・
安
塚
・
浦
川

原
の
四
森
林
組
合
で
は
、
昨
年
二

月
よ
り
松
代
町
を
も
含
め
た
広
域

合
併
へ
の
準
備
を
進
め
て
来
ま
し

た
が
、
こ
の
程
よ
う
や
く
来
年
塵

合
併
へ
の
め
と
が
つ
き
、
七
月
寸

㎜
日
．
松
2
山
自
然
休
養
村
セ
ン

4人の森林組合長の手によって調印書に署名がされる

9
！
に
お
い
て
広
域
合
佛
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
正
式
な
合
餌
期
日
は
Ψ
成
三
年

目
』
日
が
予
定
さ
れ
、
名
称
も

「
ゆ
き
ぐ
に
森
林
組
合
し
と
な
る

廓
が
は
ぽ
決
定
し
τ
い
ま
す
。
今

後
は
、
パ
月
八
臼
に
四
町
村
の
森

林
組
合
で
同
臼
総
会
を
開
き
、
止

式
に
く

ロ
併
決
議
が
士
桿
さ
れ
承
認

が
求
め
ら
れ
ま
◎
。

　
広
域
合
併
は
く
ラ
年
の
牌
業
只
済

事
業
に
続
い
て
で
◎
が
、
串
蒙
の

複
雑
化
や
林
業
そ
の
も
の
の
仕
事

が
減
っ
て
采
る
中
で
、
合
併
に
よ

り
足
腰
の
強
い
森
林
組
合
を
作
る

事
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
．
村
山
政
光
合
憐
推

進
協
議
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

合
憐
ま
で
の
経
週
報
告
が
あ
り
、

そ
の
後
、
四
町
村
の
森
林
組
合
長

の
手
に
よ
っ
て
調
印
書
に
署
名
押

印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
合
併
後
は
大
島
村
に
本
所
を
置

き
、
松
之
．
由
町
・
松
代
町
・
安
塚

町
・
浦
川
原
村
に
そ
れ
ぞ
れ
支
所

を
置
ぐ
、
計
画
で
す
。

安塚町、浦川原村、松之山町、大島村の森林組

合長がガッチリと手を組んで調印式が無事

終了しました

圏
　
　
　
　
　
　
　
短
　
歌

　
朝
早
く
山
小
田
巡
る
人
あ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
速
や
に
来
て
水
ロ
を
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
水
越
　
佐
藤
秋
無
草
（
上
内
屋
）

　
て
ん
ら
ゆ
う

　
天
諌
を
下
界
に
く
だ
す
い
か
づ
ち
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
し
リ
ン
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
烈
火
の
ご
と
く
電
撒
き
ち
ら
す

　
た
ら
ち
ね
の
母
の
姿
ぞ
子
安
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訪
う
て
こ
た
び
は
ひ
び
く
松
風

　
茄
子
の
花
の
花
か
ら
花
へ
飛
ぶ
蜂
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
音
き
こ
ゆ
る
朝
の
畑
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
こ
う

　
押
し
つ
ぶ
す
如
く
に
閃
光
放
ち
雷
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巨
大
氷
雨
は
地
を
叩
き
散
る

　
畑
作
は
巨
大
氷
雨
に
荒
れ
に
荒
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
は
裂
け
折
れ
て
実
は
傷
つ
け
ら
れ
て

　
雷
鳴
と
氷
雨
は
け
し
く
降
り
た
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
を
ゆ
す
ぶ
り
て
は
け
し
く
荒
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
ロ
　
保
坂
武
雄
○
二
枚
田
）

　
　
　
　
　
　
　
俳
　
句

　
土
百
姓
田
休
み
に
訪
ふ
大
庄
屋

　
宝
徳
稲
荷
茅
の
輪
く
ぐ
り
て
鈴
鳴
ら
す

　
木
洩
れ
日
の
斑
豪
農
長
廊
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
高
橋
春
光
子
ハ
平
吉
）

　
ゼ
き
ひ
つ

　
石
櫃
の
底
ま
で
ひ
び
く
清
水
か
な

　
捧
の
ま
だ
可
愛
く
て
大
棟
山

　
燕
の
子
つ
め
た
き
眼
に
て
吾
を
見
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
水
越
　
佐
藤
高
歩
〔
上
内
屋
》

　
田
回
り
の
老
賞
め
そ
や
す
水
恋
鳥

　
き
ょ
う
ろ
う
の
連
呼
は
番
か
と
思
ふ

　
ロ
笛
に
応
え
飛
び
来
る
赤
背
翠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
　
詰
　
村
山
悦
夫
『
重
屋
〉

老人パワーで大ハッスル！

第5回
町高齢者スポーツ大会

、
曳
、

マ

璽

　
郡
大
会
へ
の
♪
選
も
兼
ね
た
第

κ
回
松
之
山
町
高
齢
者
ス
ボ
ー
ツ

人
会
が
、
」
月
卜
六
H
に
町
民
体

育
館
及
び
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、

各
地
区
を
代
表
し
て
来
た
お
年
寄

り
の
皆
さ
ん
が
一
生
懸
へ
鰻
脱
技
し

ま
し
た
。

　
午
前
中
は
体
育
館
の
中
で
六
つ

の
室
内
競
技
を
行
い
、
午
後
は
町

民
グ
ク
ン
ド
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
会

を
実
施
し
、
、
日
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
又
H
種
目
．
こ
と
に
一
位
と
な

っ
た
地
区
が
、
八
月
．
、
卜
四
H
に

開
催
さ
れ
る
郡
大
会
に
町
の
代
表

と
し
て
川
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
皆

さ
ん
楽
し
み
な
が
ら
も
人
ハ
ッ
ス

ル
、
真
剣
に
競
技
に
取
り
組
ん
で

4

　　　　　　　　1『1辱1四

手を使わないで輪になったヒモを送る

“レイおくりリレー寧なかなかむつかしい

い
ま
し
た
。

　
タ
ル
．
｝
ろ
が
し
リ
レ
ー
や
レ
イ

お
く
り
・
男
女
混
合
リ
レ
！
な
ど

六
つ
の
種
目
が
行
わ
れ
た
室
内
競

技
で
は
、
各
種
H
ご
と
に
得
点
が

人
れ
変
わ
り
、
最
後
の
競
技
で
総

合
優
勝
が
決
ま
る
と
い
う
人
接
戦

の
末
、
松
之
山
地
区
が
松
里
地
区

に
、
O
点
差
を
つ
け
て
優
勝
し
ま

し
た
、

“玉入れ“はどのチームも頑張って接戦でしたが

布川チームが1位となりました

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
白
熱
し
た
試

合
が
数
多
く
見
ら
れ
、
盛
り
L
が

り
ま
し
た
。
結
果
は
川
手
チ
ー
ム

が
優
勝
、
．
一
位
黒
倉
チ
ー
ム
、
三

位
湯
山
チ
ー
ム
と
い
う
成
績
で
し

た
。　

郡
大
会
で
も
優
勝
す
る
よ
う
皆

さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

お年寄りや
家族の皆さん

何でもご相談ください

新潟県高齢者総合相談センター

　
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
方
々
な

ど
が
抱
え
て
い
る
生
活
全
般
に
わ

た
る
様
々
な
心
配
ご
と
や
悩
み
ご

と
に
つ
い
て
、
各
相
談
員
が
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
一
般
相
談
の
ほ
か
に
、
法
律
・

医
療
・
年
金
・
痴
呆
等
の
専
門
相

談
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
詳
し

い
相
談
が
出
来
ま
す
。

　
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
の
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
受
付
て
い

ま
す
の
で
、
電
話
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

○
新
潟
市
東
中
通
一
ー
八
六

　
県
社
会
福
祉
会
館
二
階
　
高
齢

　
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
i

　
　
　
　
O
二
五
i
二
二
三
－
四

　
　
　
　
一
六
瓦
番

0
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之
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に
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を
置

き
、
松
之
．
由
町
・
松
代
町
・
安
塚

町
・
浦
川
原
村
に
そ
れ
ぞ
れ
支
所

を
置
ぐ
、
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曳
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会
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の
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も
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之
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者
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地
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来
た
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年
寄

り
の
皆
さ
ん
が
一
生
懸
へ
鰻
脱
技
し

ま
し
た
。

　
午
前
中
は
体
育
館
の
中
で
六
つ

の
室
内
競
技
を
行
い
、
午
後
は
町

民
グ
ク
ン
ド
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
会

を
実
施
し
、
、
日
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
又
H
種
目
．
こ
と
に
一
位
と
な

っ
た
地
区
が
、
八
月
．
、
卜
四
H
に

開
催
さ
れ
る
郡
大
会
に
町
の
代
表

と
し
て
川
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
皆

さ
ん
楽
し
み
な
が
ら
も
人
ハ
ッ
ス

ル
、
真
剣
に
競
技
に
取
り
組
ん
で

4

　　　　　　　　1『1辱1四

手を使わないで輪になったヒモを送る

“レイおくりリレー寧なかなかむつかしい

い
ま
し
た
。

　
タ
ル
．
｝
ろ
が
し
リ
レ
ー
や
レ
イ

お
く
り
・
男
女
混
合
リ
レ
！
な
ど

六
つ
の
種
目
が
行
わ
れ
た
室
内
競

技
で
は
、
各
種
H
ご
と
に
得
点
が

人
れ
変
わ
り
、
最
後
の
競
技
で
総

合
優
勝
が
決
ま
る
と
い
う
人
接
戦

の
末
、
松
之
山
地
区
が
松
里
地
区

に
、
O
点
差
を
つ
け
て
優
勝
し
ま

し
た
、

“玉入れ“はどのチームも頑張って接戦でしたが

布川チームが1位となりました

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
白
熱
し
た
試

合
が
数
多
く
見
ら
れ
、
盛
り
L
が

り
ま
し
た
。
結
果
は
川
手
チ
ー
ム

が
優
勝
、
．
一
位
黒
倉
チ
ー
ム
、
三

位
湯
山
チ
ー
ム
と
い
う
成
績
で
し

た
。　

郡
大
会
で
も
優
勝
す
る
よ
う
皆

さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

お年寄りや
家族の皆さん

何でもご相談ください

新潟県高齢者総合相談センター

　
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
方
々
な

ど
が
抱
え
て
い
る
生
活
全
般
に
わ

た
る
様
々
な
心
配
ご
と
や
悩
み
ご

と
に
つ
い
て
、
各
相
談
員
が
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
一
般
相
談
の
ほ
か
に
、
法
律
・

医
療
・
年
金
・
痴
呆
等
の
専
門
相

談
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
詳
し

い
相
談
が
出
来
ま
す
。

　
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
の
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
受
付
て
い

ま
す
の
で
、
電
話
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

○
新
潟
市
東
中
通
一
ー
八
六

　
県
社
会
福
祉
会
館
二
階
　
高
齢

　
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
i

　
　
　
　
O
二
五
i
二
二
三
－
四

　
　
　
　
一
六
瓦
番

0
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集集・お知らせ・募集・お知らせ・募募

平
成
三
年
度

松
之
山
町
職
員

　
松
之
山
町
で
は
、
平
成
三
年
度

に
一
名
の
職
員
を
採
用
し
ま
す
。

受
験
資
格
及
び
試
験
H
、
内
容
な

ど
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
意
欲
あ
る
大
勢
の
方
か
ら

応
募
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

▽
応
募
資
格

○
昭
和
四
一
年
四
月
二
日
～
昭
和

　
四
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
方
。

▽
試
験
日
及
び
場
所

o
平
成
二
年
九
月
三
十
日
（
H
）

　
　
一
名
募
集

○
上
越
市
本
城
町
　
市
立
城
東
中

　
学
校
　
午
前
九
時
よ
り
受
付

◎
二
次
試
験

〇
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
、
十

　
一
月
ヒ
旬
に
松
之
山
町
で
実
施
。

▽
申
込
受
付

○
八
月
．
一
日
～
二
十
七
H
（
月
）

　
の
間
に
役
場
総
務
課
へ
。
　
（
申

　
請
書
類
等
詳
し
い
事
は
総
務
課

　
の
方
へ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
）

▽
採
用
年
月
日
及
び
採
用
人
員

○
平
成
三
年
四
月
一
H
よ
り
一
名

採
用
し
ま
す
。

「新潟ふるさと村」の
　　　　　　　　　奪

　　　　　　　　　“二』施設名称を募集してます　　一～’

　
新
潟
県
で
は
観
光
拠
点
施
設
「
新

潟
ふ
る
さ
と
村
」
の
平
成
三
年
七

月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
「
新
潟
ふ

る
さ
と
村
」
の
代
表
的
な
二
つ
の

施
設
の
名
称
を
皆
さ
ん
か
ら
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
応
募
方
法
は
、
官
製
ハ
ガ
キ
を

使
用
し
、
ハ
ガ
キ
一
枚
に
各
施
設

一
点
づ
つ
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

A
↓
明
る
く
、
新
鮮
な
魅
力
を
秘

　
め
た
躍
動
感
溢
れ
る
新
潟
県
の

　
豊
富
な
観
光
資
源
・
施
設
等
を

　
総
合
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
施
設

　
（
建
物
）

B
↓
特
産
品
の
展
示
販
売
及
び
代

　
表
的
な
味
覚
を
提
供
す
る
飲
食

　
街
等
か
ら
な
る
総
合
施
設
（
建

　
物
）

　
こ
の
A
と
B
の
二
棟
の
内
容
に

マ
ッ
チ
す
る
よ
う
な
名
称
を
考
え

て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
に
A
…
O

O
O
O
B
…
○
○
O
O
と
い
う
よ

う
に
書
い
て
、
〒
九
五
〇
　
新
潟

市
新
光
町
四
ー
一
　
新
潟
県
商
工

労
働
部
観
光
課
　
新
潟
ふ
る
さ
と

村
建
設
班
宛
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

性
別
・
電
話
番
号
も
お
忘
れ
な
く
。

　
締
切
日
は
九
月
十
四
日
ま
で
で

す
。　

最
優
秀
作
品
に
は
、
五
万
円
の

旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
が
贈
ら
れ
ま
す
。

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
械
操
作
技
師

▽
受
験
資
格

　
昭
和
三
六
年
四
月
二
H
～
昭
和

　
四
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
、
高
校
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
者
。

▽
試
験
日
及
び
試
験
場
所

　
九
月
三
十
日
　
午
前
九
時
よ
り

　
長
岡
市
四
郎
丸
町
に
あ
る
県
立

　
長
岡
大
手
高
等
学
校

〇
二
次
試
験
は
十
一
月
中
旬
頃
、

　
津
南
町
役
場
で
行
う
。

▽
申
し
込
み
期
間

　
七
月
二
十
五
日
～
八
月
二
十
四

　
日
ま
で
に
津
南
町
役
場
町
民
課

　
内
、
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　
へ

若
干
名
募
集

　
　
な
お
、
正
式
採
用
は
平
成
四
年

　
　
一
月
で
あ
り
、
平
成
三
年
四
月
～

　
十
二
月
ま
で
は
臨
時
雇
用
と
な
り

　
ま
す
。

　
　
受
験
申
請
書
及
び
必
要
書
類
等

　
に
つ
い
て
は
、
電
話
〇
二
五
七
－

　
六
五
ー
三
一
一
一
　
内
線
↓
一
四

　
の
庶
務
係
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

平成2年度
県民芸術文芸部門作品募集

　今年度も県文芸の振興を図る事を目的

として、広く県民の皆さんから作品を募
集します。

　応募種目は、小説・詩・短歌・俳句・

川柳となっており、それぞれに字数及
び句数の制限があります。

　小説は原稿用紙50枚以内、詩は4枚以

内で現代詩とする。短歌は5首、俳句と

川柳は5句とし、それぞれ一編（つなが

りがなくてもよい）として応募してくだ

さい。応募締切りは10月20日となってい

ます。あて先は

〒950新潟市新光町4－1　新潟県教育
文化行政課とし、封筒表に「県民芸術祭

文芸作品応募原稿」と朱書する。なお、

あて先明記の官製葉書を同封すること。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に
若
手
会
員

　
　
　
　
　
多
数
参
加

　
町
セ
ン
タ
ー
で
毎
週
水
曜
H
夜

八
時
開
催
の
ダ
ン
ス
教
室
は
、
参
、

加
者
が
四
卜
κ
名
で
ホ
ー
ル
を
い

っ
ば
い
に
し
て
レ
ッ
ス
ン
が
始
支

り
ま
し
た
。

　
指
導
者
に
韓
国
ソ
ウ
ル
で
噸
円

に
勉
強
さ
れ
た
高
橋
英
美
さ
ん
（
友

水
島
）
を
お
願
い
し
て
、
一
時
問

余
り
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
て

の
全
身
運
動
に
汗
び
っ
し
ょ
り
、

体
を
前
に
か
が
め
た
時
、
フ
ロ
ア

ー
に
光
る
汗
が
ポ
タ
！
　
終
え
て

外
に
出
る
と
夜
風
の
お
い
し
い
こ

と
、
気
分
も
爽
快
、
体
も
少
し
引

き
し
ま
っ
た
盛
じ
？

　
始
め
て
本
当
に
良
か
っ
た
。

高橋英美さんの指導で身体を動かす皆さん

　
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
教

室
も
三
回

目
が
終
了

し
よ
し
た

カ
　
ス
ト

レ
ス
網
汗

に
健
康
づ

く
り
に
、

途
中
か
ら

で
も
大
歓

迎
で
す
。

参
加
し
て

み
よ
せ
ん

か
！

料
理
教
室

　
一
回
H
の
手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ

は
町
の
行
事
と
重
な
り
、
小
人
数

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
作
っ

た
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
大
変
美
味
し
／
＼

参
加
者
に
は
好
評
で
し
た
。

　
指
導
者
に
小
見
美
晴
さ
ん
（
黒

倉
）
を
お
願
い
し
て
、
黒
倉
の
若

妻
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
応
援
し

て
く
れ
ま
し
た
。
．

　
次
回
を
八
月
に
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
品
H
や
詳
し
い
こ
と
は
、

検
討
の
L
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

…
般
の
方
々
で
も
け
っ
こ
う
で
す

の
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
へ町の学校・警察連絡会

婦人会から参加

牛乳パックの回収
　　　前回を上回る

　7月25日、2回目の牛乳パックの回収状

況は、町内の皆さんのご協力により前回の

116kgを上回り、150kgの

パックが集まりました。あ

りがとうございました。続

けてお願いいたします。

　
七
月
十
六
H
、
町
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
町
の
小
中
高
等
学
校
・
警

察
署
・
町
議
会
・
商
工
会
・
少
年

補
導
員
な
ど
関
係
の
代
表
が
集
ま

っ
て
、
　
「
子
供
た
ち
の
健
全
育
成

に
つ
い
て
」
の
連
絡
会
が
持
た
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
主
な
話
は
、
「
夏
休
み
中

の
生
徒
指
導
・
に
つ
い
て
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
交
換
が

な
さ
れ
、
小
学
校
で
は
、
松
之
山

の
児
童
は
純
朴
・
素
直
で
あ
り
、

見
知
ら
ぬ
人
，
か
ら
声
を
か
け
ら
れ

連
れ
去
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

十
分
注
意
し
て
ほ
し
い
と
の
事
で

し
た
。

膨
　
湘

籔
欝

邊
・

　
高
学
年
で
は
、
身
体
の
成
長
と

何
か
に
つ
け
て
興
味
を
持
つ
年
頃
、

バ
イ
ク
の
安
全
運
転
、
夜
遊
び
な

ど
難
し
い
面
の
対
応
に
親
が
戸
惑

い
、
学
校
で
厳
し
く
取
り
締
ま
っ

て
ほ
し
い
と
言
っ
た
傾
向
が
強
い

が
、
子
供
の
躾
は
家
庭
教
育
が
肝

心
で
あ
り
、
全
て
学
校
ま
か
せ
で

は
問
題
は
少
し
も
解
決
し
な
い
。

「
親
の
背
を
見
て
子
は
育
つ
」
の

よ
う
に
、
良
い
お
手
本
を
示
さ
れ

る
よ
う
父
母
の
人
格
が
磨
か
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
健
全

に
育
成
さ
れ
る
こ
と
が
、
す
べ
て

の
人
の
願
い
で
す
。
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集集・お知らせ・募集・お知らせ・募募

平
成
三
年
度

松
之
山
町
職
員

　
松
之
山
町
で
は
、
平
成
三
年
度

に
一
名
の
職
員
を
採
用
し
ま
す
。

受
験
資
格
及
び
試
験
H
、
内
容
な

ど
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
意
欲
あ
る
大
勢
の
方
か
ら

応
募
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

▽
応
募
資
格

○
昭
和
四
一
年
四
月
二
日
～
昭
和

　
四
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
方
。

▽
試
験
日
及
び
場
所

o
平
成
二
年
九
月
三
十
日
（
H
）

　
　
一
名
募
集

○
上
越
市
本
城
町
　
市
立
城
東
中

　
学
校
　
午
前
九
時
よ
り
受
付

◎
二
次
試
験

〇
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
、
十

　
一
月
ヒ
旬
に
松
之
山
町
で
実
施
。

▽
申
込
受
付

○
八
月
．
一
日
～
二
十
七
H
（
月
）

　
の
間
に
役
場
総
務
課
へ
。
　
（
申

　
請
書
類
等
詳
し
い
事
は
総
務
課

　
の
方
へ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
）

▽
採
用
年
月
日
及
び
採
用
人
員

○
平
成
三
年
四
月
一
H
よ
り
一
名

採
用
し
ま
す
。

「新潟ふるさと村」の
　　　　　　　　　奪

　　　　　　　　　“二』施設名称を募集してます　　一～’

　
新
潟
県
で
は
観
光
拠
点
施
設
「
新

潟
ふ
る
さ
と
村
」
の
平
成
三
年
七

月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
「
新
潟
ふ

る
さ
と
村
」
の
代
表
的
な
二
つ
の

施
設
の
名
称
を
皆
さ
ん
か
ら
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
応
募
方
法
は
、
官
製
ハ
ガ
キ
を

使
用
し
、
ハ
ガ
キ
一
枚
に
各
施
設

一
点
づ
つ
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

A
↓
明
る
く
、
新
鮮
な
魅
力
を
秘

　
め
た
躍
動
感
溢
れ
る
新
潟
県
の

　
豊
富
な
観
光
資
源
・
施
設
等
を

　
総
合
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
施
設

　
（
建
物
）

B
↓
特
産
品
の
展
示
販
売
及
び
代

　
表
的
な
味
覚
を
提
供
す
る
飲
食

　
街
等
か
ら
な
る
総
合
施
設
（
建

　
物
）

　
こ
の
A
と
B
の
二
棟
の
内
容
に

マ
ッ
チ
す
る
よ
う
な
名
称
を
考
え

て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
に
A
…
O

O
O
O
B
…
○
○
O
O
と
い
う
よ

う
に
書
い
て
、
〒
九
五
〇
　
新
潟

市
新
光
町
四
ー
一
　
新
潟
県
商
工

労
働
部
観
光
課
　
新
潟
ふ
る
さ
と

村
建
設
班
宛
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

性
別
・
電
話
番
号
も
お
忘
れ
な
く
。

　
締
切
日
は
九
月
十
四
日
ま
で
で

す
。　

最
優
秀
作
品
に
は
、
五
万
円
の

旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
が
贈
ら
れ
ま
す
。

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
械
操
作
技
師

▽
受
験
資
格

　
昭
和
三
六
年
四
月
二
H
～
昭
和

　
四
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
、
高
校
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
者
。

▽
試
験
日
及
び
試
験
場
所

　
九
月
三
十
日
　
午
前
九
時
よ
り

　
長
岡
市
四
郎
丸
町
に
あ
る
県
立

　
長
岡
大
手
高
等
学
校

〇
二
次
試
験
は
十
一
月
中
旬
頃
、

　
津
南
町
役
場
で
行
う
。

▽
申
し
込
み
期
間

　
七
月
二
十
五
日
～
八
月
二
十
四

　
日
ま
で
に
津
南
町
役
場
町
民
課

　
内
、
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　
へ

若
干
名
募
集

　
　
な
お
、
正
式
採
用
は
平
成
四
年

　
　
一
月
で
あ
り
、
平
成
三
年
四
月
～

　
十
二
月
ま
で
は
臨
時
雇
用
と
な
り

　
ま
す
。

　
　
受
験
申
請
書
及
び
必
要
書
類
等

　
に
つ
い
て
は
、
電
話
〇
二
五
七
－

　
六
五
ー
三
一
一
一
　
内
線
↓
一
四

　
の
庶
務
係
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

平成2年度
県民芸術文芸部門作品募集

　今年度も県文芸の振興を図る事を目的

として、広く県民の皆さんから作品を募
集します。

　応募種目は、小説・詩・短歌・俳句・

川柳となっており、それぞれに字数及
び句数の制限があります。

　小説は原稿用紙50枚以内、詩は4枚以

内で現代詩とする。短歌は5首、俳句と

川柳は5句とし、それぞれ一編（つなが

りがなくてもよい）として応募してくだ

さい。応募締切りは10月20日となってい

ます。あて先は

〒950新潟市新光町4－1　新潟県教育
文化行政課とし、封筒表に「県民芸術祭

文芸作品応募原稿」と朱書する。なお、

あて先明記の官製葉書を同封すること。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に
若
手
会
員

　
　
　
　
　
多
数
参
加

　
町
セ
ン
タ
ー
で
毎
週
水
曜
H
夜

八
時
開
催
の
ダ
ン
ス
教
室
は
、
参
、

加
者
が
四
卜
κ
名
で
ホ
ー
ル
を
い

っ
ば
い
に
し
て
レ
ッ
ス
ン
が
始
支

り
ま
し
た
。

　
指
導
者
に
韓
国
ソ
ウ
ル
で
噸
円

に
勉
強
さ
れ
た
高
橋
英
美
さ
ん
（
友

水
島
）
を
お
願
い
し
て
、
一
時
問

余
り
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
て

の
全
身
運
動
に
汗
び
っ
し
ょ
り
、

体
を
前
に
か
が
め
た
時
、
フ
ロ
ア

ー
に
光
る
汗
が
ポ
タ
！
　
終
え
て

外
に
出
る
と
夜
風
の
お
い
し
い
こ

と
、
気
分
も
爽
快
、
体
も
少
し
引

き
し
ま
っ
た
盛
じ
？

　
始
め
て
本
当
に
良
か
っ
た
。

高橋英美さんの指導で身体を動かす皆さん

　
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
教

室
も
三
回

目
が
終
了

し
よ
し
た

カ
　
ス
ト

レ
ス
網
汗

に
健
康
づ

く
り
に
、

途
中
か
ら

で
も
大
歓

迎
で
す
。

参
加
し
て

み
よ
せ
ん

か
！

料
理
教
室

　
一
回
H
の
手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ

は
町
の
行
事
と
重
な
り
、
小
人
数

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
作
っ

た
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
大
変
美
味
し
／
＼

参
加
者
に
は
好
評
で
し
た
。

　
指
導
者
に
小
見
美
晴
さ
ん
（
黒

倉
）
を
お
願
い
し
て
、
黒
倉
の
若

妻
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
応
援
し

て
く
れ
ま
し
た
。
．

　
次
回
を
八
月
に
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
品
H
や
詳
し
い
こ
と
は
、

検
討
の
L
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

…
般
の
方
々
で
も
け
っ
こ
う
で
す

の
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
へ町の学校・警察連絡会

婦人会から参加

牛乳パックの回収
　　　前回を上回る

　7月25日、2回目の牛乳パックの回収状

況は、町内の皆さんのご協力により前回の

116kgを上回り、150kgの

パックが集まりました。あ

りがとうございました。続

けてお願いいたします。

　
七
月
十
六
H
、
町
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
町
の
小
中
高
等
学
校
・
警

察
署
・
町
議
会
・
商
工
会
・
少
年

補
導
員
な
ど
関
係
の
代
表
が
集
ま

っ
て
、
　
「
子
供
た
ち
の
健
全
育
成

に
つ
い
て
」
の
連
絡
会
が
持
た
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
主
な
話
は
、
「
夏
休
み
中

の
生
徒
指
導
・
に
つ
い
て
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
交
換
が

な
さ
れ
、
小
学
校
で
は
、
松
之
山

の
児
童
は
純
朴
・
素
直
で
あ
り
、

見
知
ら
ぬ
人
，
か
ら
声
を
か
け
ら
れ

連
れ
去
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

十
分
注
意
し
て
ほ
し
い
と
の
事
で

し
た
。

膨
　
湘

籔
欝

邊
・

　
高
学
年
で
は
、
身
体
の
成
長
と

何
か
に
つ
け
て
興
味
を
持
つ
年
頃
、

バ
イ
ク
の
安
全
運
転
、
夜
遊
び
な

ど
難
し
い
面
の
対
応
に
親
が
戸
惑

い
、
学
校
で
厳
し
く
取
り
締
ま
っ

て
ほ
し
い
と
言
っ
た
傾
向
が
強
い

が
、
子
供
の
躾
は
家
庭
教
育
が
肝

心
で
あ
り
、
全
て
学
校
ま
か
せ
で

は
問
題
は
少
し
も
解
決
し
な
い
。

「
親
の
背
を
見
て
子
は
育
つ
」
の

よ
う
に
、
良
い
お
手
本
を
示
さ
れ

る
よ
う
父
母
の
人
格
が
磨
か
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
健
全

に
育
成
さ
れ
る
こ
と
が
、
す
べ
て

の
人
の
願
い
で
す
。

●



⑰

　皆様いかがでしょうか？町史編さんの

進行状況は。

　私は毎日楽しくこちらで研究生活を送

らせてもらっています。英国のス．コット

ランドは、日本でいうと北海道という所

でしょうか。ロンドンから約1000キロも

北の位置にあります。自然のすばらしい

松之山みたいな所です。しかし、山はほ

とんどありません。大半が平原といった

所です。

　ここアバディーンにも古くから大学が

開かれていて、あの有名なバイロンもこ

この出身だそうです。

　では皆様も頑張ってください。

　　　スコットランドにて　渡辺　隆

ま○
新潟県東頸城郡

松之山町役場
松之山町史編さん
　　　室御中

T．WATANABE
　　SCOTLAND，
　　U．K

　
松
之
山
町
史
に
つ
き
ま
し
て
は
皆
さ
ん
に
ご
案
内
し
ま
し
た
よ
う

に
、
来
年
三
月
発
刊
に
む
け
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め
て
い
る
所
で

す
。
そ
ん
な
中
、
編
さ
ん
室
に
町
史
の
執
筆
者
の
一
人
で
上
越
教
育

大
学
の
渡
辺
隆
先
生
か
ら
一
枚
の
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の
ハ

ガ
キ
は
イ
ギ
リ
ス
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
投
函
さ
れ
た
も
の
で
、
先

生
は
現
在
向
う
で
勉
強
中
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
内
容
を
少
し
紹
介
し
て
み
ま
す
。

絶対してはいけない

編
さ
ん
室
た
よ
り
紹
介

灘灘懸鞭鰯醸覇難

9月は
障害者雇用促進月間

上越公共職業安定所

　労働省では、。毎年9月を「障害者雇用

促進月間」と定め、障害者の雇用を更に

促進するため、広く社会一般の皆さんの

ご理解とご協力をお願いしています。

　この期間中、いくつかの行事を計画し

ていますので紹介します。

〉キャンペーン

・9月3日（月）午前11時～12時

・大和デパート上越店前

〉集団選考会

・9月21日囲午後1時半～5時
・上越文化会館。

　なお、参加希望者は事前に上越公共職

　業安定所に電話を（0255－23－6121）

薬物の乱用、

　　　　シンナー類

　現在、社会問題のひとつに覚せい剤やシンナー類の

乱用があります。また、この乱用が原因と思われる悲

惨な事故が沢山発生しています。

　お金さえ出せば何でも手に入る世の中ですが、ちょ

っとした興味から一生を台無しにしてしまう人も多い

のです。

　松之山は静かな町ですが、情報や悪の誘いは色々の

所から入って来ます。親も子供たちの行動に十分注意

し、けっしてシンナー等で遊ぶ事のないように気をっ

けましょう。

　現在、中学生あたりから酒・

タバコというような問題が出

るほどです。忙がしさに追わ

羅緋軽矯鼻
　夏休みはとかく羽目をはず

・しがちです。悪い遊びに走ら

　　　　　　　　　　　　　　ロないよう特に注意しましょう！　　・

　ノ
　、ン
乙σナ

》1

　／

））

　
高
館
城
跡
は
五
十
子
平
字
大
滝

八
六
九
、
八
七
〇
番
地
に
位
置
す

る
標
高
四
一
九
メ
ー
ト
ル
の
山
城

で
あ
る
。
国
道
三
五
三
号
線
の
橋

詰
か
ら
下
蝦
池
へ
行
く
途
中
か
ら

登
る
。
通
称
を
「
じ
ょ
う
」
（
城
）

　
ン
　
　
　
　
の

と
レ
う

　
二
条
の
大
空
堀
に
挾
ま
れ
た
と

こ
ろ
に
庚
申
塔
、
百
八
拾
八
蕃
供

養
塔
が
、
そ
の
上
方
に
石
祠
が
ま

つ
ら
れ
て
い
る
。

　
南
北
に
延
び
る
尾
根
の
高
所
に

主
郭
も
構
え
た
。
柔
郭
は
狭
い
が

尾
根
に
は
郭
・
空
堀
・
削
平
地
な

ど
の
戦
国
期
遺
構
が
み
ら
れ
る
。

松
之
山
か
ら
豊
原
峠
を
越
え
て
、

辰
之
口
へ
至
る
街
道
の
監
視
の
大

任
を
も
っ
た
。

　
長
禄
年
間
、
伊
勢
盛
富
・
盛
種

の
居
城
と
伝
え
る
。
西
麓
に
曹
洞

宗
大
通
山
観
音
寺
が
あ
る
。

橋
詰
城
跡
は
橋
詰
字
東
表
κ
九

四
番
地
に
位
置
す
る
標
高
四
κ
κ

メ
；
ト
ル
の
山
城
で
あ
る
。
通
称

を
「
じ
ょ
う
ぶ
ね
λ
城
峰
）
と
い

う
。　

橋
詰
か
ら
藤
倉
集
落
へ
至
る
道

の
途
中
か
ら
登
る
。
北
束
か
ら
南

西
方
向
へ
延
び
る
尾
根
の
高
所
に

秋
葉
山
城
跡
は
中
尾
字
山
之
田

二
〇
二
九
番
地
の
四
、
お
よ
び
五

に
位
置
す
る
標
高
六
三
八
メ
ー
ト

ル
の
由
城
で
あ
る
。
中
尾
集
落
よ

り
登
る
こ
と
一
時
問
、
山
頃
に
昭

　
　
　
和
卜
八
年
造
ヴ
の
秋

　
　
　
襲
神
社
（
石
祠
）
が

　
　
　
あ
る
。
こ
の
と
き
、

　
　
　
　
ー
』
．
；
、
唇
〉
“
、
　
畠
　
K
り

　
　
　
一
ぜ
音
ノ
ノ
カ
『
立
目
肖

　
　
　
平
さ
れ
た
。

　
　
亦
ー
－
［
、
、

　
　
足
　
　
　
ー
理
を
吋
巳
に

　
　
講
鴇
に
緑
勲
堀
●

　
　
ニ
コ
ロ

　
　
橋
ヒ
塁
・
削
平
地
な
ど

　
　
た
　
　
　
ー
ー

　
　
見
の
戦
匡
即
遺
構
が
み

　
　
ら
　
　
ら
れ
る
。
山
頂
よ
り

　
　
ゆ
　
南
方
約
二
κ
○
メ
ー

　
　
東
ト
ル
に
、
馬
頭
観
世

　
　
　
　
汗
が
ま
つ
ら
れ
て
い

　
　
　
　
る
。

藤
原
城
跡
は
別
名
を
黒
倉
城
．

福
島
城
と
も
い
い
、
黒
倉
字
丹
明

倉
四
一
九
番
地
の
一
に
位
置
す
る

山
城
で
あ
る
。
通
称
を
「
城
山
」

（
じ
ょ
う
や
ま
）
と
い
う
。

　
藤
原
か
ら
黒
倉
集
落
へ
行
く
途

中
か
ら
登
る
こ
と
約
二
〇
分
。
テ

レ
ビ
塔
に
至
る
。
こ
こ
は
標
高
四

九
〇
メ
ー
ト
ル
で
眺
望
が
よ
い
。

ド
郭
は
平
担
で
広
く
、
杉
が
植
林

、　　　ンγづ

乏　’　’
　一’
　－　7　『

ヒ

松
之
山
町
の

　
　
　
山
　
城

No．38

L
郭
を
構
え
た
。
ト
郭
は
幅
八
、

長
さ
一
ニ
メ
ー
ト
ル
、
一
、
万
に
空

堀
が
掘
ら
．
れ
て
い
る
。

　
昆
根
に
は
郭
・
空
堀
・
土
塁
．

削
．
平
地
な
ど
の
戦
国
期
遺
構
が
み

ら
れ
る
。
ヒ
郭
の
北
西
下
を
通
称

屋
敷
跡
と
い
う
。
こ
こ
に
井
戸
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
確
認

で
き
な
か
っ
た
。

東
山
城
跡
は
別
名
を
ヒ
通
城
．

天
尾
山
城
・
堀
之
内
城
と
も
い
い
、

東
山
字
南
谷
一
〇
二
六
番
地
の
七

に
位
置
す
る
山
城
で
あ
る
。
通
称

を
「
城
山
」
と
い
う
。

東
山
集
落
栗
方
約
ニ
キ
ロ
、
中

里
村
と
境
を
接
し
て
い
る
。
卜
日

町
巾
・
中
里
村
・
津
南
町
が
眺
望

で
き
る
景
勝
の
地
で
あ
る
。

林
道
東
山
・
小
沢
線
よ
り
登
る

こ
と
約
二
〇
分
。
山
頂
の
細
長
い

郭
（
幅
一
〇
、
長
さ
三
五
メ
ー
ト

ル
）
の
両
脇
に
空
堀
が
構
築
さ
れ

て
い
る
。
山
頂
付
近
は
比
較
的
平

担
で
、
杉
が
植
林
さ
れ
て
い
る
。

　
浦
田
城
跡
は
別
名
を
深
山
城
（
み

や
ま
）
と
も
い
い
、
浦
圏
字
城
の

越
四
八
五
一
番
地
の
一
、
お
よ
び

字
深
坂
四
九
四
番
地
の
一
に
位
置

す
る
標
盲
同
一
〇
〇
一
メ
ー
ト
ル
の

山
城
で
あ
る
。
通
称
を
「
城
山
」

（
じ
ょ
う
や
ま
）
と
い
う
。

　
L
越
地
方
で
は
、
一
番
標
高
が

高
い
山
城
で
あ
る
。
柏
崎
・
善
光

寺
街
道
を
監
視
す
る
重
要
な
任
務

を
も
っ
た
。
ヒ
郭
は
削
平
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
大
厳
寺
高
原
の
西
方

約
三
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
北
東
方
へ
尾
根
伝
い

に
行
く
と
、
標
高
四
六
五
メ
ー
ト

ル
の
一
郭
が
あ
り
、
秋
葉
神
社
（
石

祠
）
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
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　皆様いかがでしょうか？町史編さんの

進行状況は。

　私は毎日楽しくこちらで研究生活を送

らせてもらっています。英国のス．コット

ランドは、日本でいうと北海道という所

でしょうか。ロンドンから約1000キロも

北の位置にあります。自然のすばらしい

松之山みたいな所です。しかし、山はほ

とんどありません。大半が平原といった

所です。

　ここアバディーンにも古くから大学が

開かれていて、あの有名なバイロンもこ

この出身だそうです。

　では皆様も頑張ってください。

　　　スコットランドにて　渡辺　隆

ま○
新潟県東頸城郡

松之山町役場
松之山町史編さん
　　　室御中

T．WATANABE
　　SCOTLAND，
　　U．K

　
松
之
山
町
史
に
つ
き
ま
し
て
は
皆
さ
ん
に
ご
案
内
し
ま
し
た
よ
う

に
、
来
年
三
月
発
刊
に
む
け
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め
て
い
る
所
で

す
。
そ
ん
な
中
、
編
さ
ん
室
に
町
史
の
執
筆
者
の
一
人
で
上
越
教
育

大
学
の
渡
辺
隆
先
生
か
ら
一
枚
の
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の
ハ

ガ
キ
は
イ
ギ
リ
ス
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
投
函
さ
れ
た
も
の
で
、
先

生
は
現
在
向
う
で
勉
強
中
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
内
容
を
少
し
紹
介
し
て
み
ま
す
。

絶対してはいけない

編
さ
ん
室
た
よ
り
紹
介

灘灘懸鞭鰯醸覇難

9月は
障害者雇用促進月間

上越公共職業安定所

　労働省では、。毎年9月を「障害者雇用

促進月間」と定め、障害者の雇用を更に

促進するため、広く社会一般の皆さんの

ご理解とご協力をお願いしています。

　この期間中、いくつかの行事を計画し

ていますので紹介します。

〉キャンペーン

・9月3日（月）午前11時～12時

・大和デパート上越店前

〉集団選考会

・9月21日囲午後1時半～5時
・上越文化会館。

　なお、参加希望者は事前に上越公共職

　業安定所に電話を（0255－23－6121）

薬物の乱用、

　　　　シンナー類

　現在、社会問題のひとつに覚せい剤やシンナー類の

乱用があります。また、この乱用が原因と思われる悲

惨な事故が沢山発生しています。

　お金さえ出せば何でも手に入る世の中ですが、ちょ

っとした興味から一生を台無しにしてしまう人も多い

のです。

　松之山は静かな町ですが、情報や悪の誘いは色々の

所から入って来ます。親も子供たちの行動に十分注意

し、けっしてシンナー等で遊ぶ事のないように気をっ

けましょう。

　現在、中学生あたりから酒・

タバコというような問題が出

るほどです。忙がしさに追わ

羅緋軽矯鼻
　夏休みはとかく羽目をはず

・しがちです。悪い遊びに走ら

　　　　　　　　　　　　　　ロないよう特に注意しましょう！　　・

　ノ
　、ン
乙σナ

》1

　／

））

　
高
館
城
跡
は
五
十
子
平
字
大
滝

八
六
九
、
八
七
〇
番
地
に
位
置
す

る
標
高
四
一
九
メ
ー
ト
ル
の
山
城

で
あ
る
。
国
道
三
五
三
号
線
の
橋

詰
か
ら
下
蝦
池
へ
行
く
途
中
か
ら

登
る
。
通
称
を
「
じ
ょ
う
」
（
城
）

　
ン
　
　
　
　
の

と
レ
う

　
二
条
の
大
空
堀
に
挾
ま
れ
た
と

こ
ろ
に
庚
申
塔
、
百
八
拾
八
蕃
供

養
塔
が
、
そ
の
上
方
に
石
祠
が
ま

つ
ら
れ
て
い
る
。

　
南
北
に
延
び
る
尾
根
の
高
所
に

主
郭
も
構
え
た
。
柔
郭
は
狭
い
が

尾
根
に
は
郭
・
空
堀
・
削
平
地
な

ど
の
戦
国
期
遺
構
が
み
ら
れ
る
。

松
之
山
か
ら
豊
原
峠
を
越
え
て
、

辰
之
口
へ
至
る
街
道
の
監
視
の
大

任
を
も
っ
た
。

　
長
禄
年
間
、
伊
勢
盛
富
・
盛
種

の
居
城
と
伝
え
る
。
西
麓
に
曹
洞

宗
大
通
山
観
音
寺
が
あ
る
。

橋
詰
城
跡
は
橋
詰
字
東
表
κ
九

四
番
地
に
位
置
す
る
標
高
四
κ
κ

メ
；
ト
ル
の
山
城
で
あ
る
。
通
称

を
「
じ
ょ
う
ぶ
ね
λ
城
峰
）
と
い

う
。　

橋
詰
か
ら
藤
倉
集
落
へ
至
る
道

の
途
中
か
ら
登
る
。
北
束
か
ら
南

西
方
向
へ
延
び
る
尾
根
の
高
所
に

秋
葉
山
城
跡
は
中
尾
字
山
之
田

二
〇
二
九
番
地
の
四
、
お
よ
び
五

に
位
置
す
る
標
高
六
三
八
メ
ー
ト

ル
の
由
城
で
あ
る
。
中
尾
集
落
よ

り
登
る
こ
と
一
時
問
、
山
頃
に
昭

　
　
　
和
卜
八
年
造
ヴ
の
秋

　
　
　
襲
神
社
（
石
祠
）
が

　
　
　
あ
る
。
こ
の
と
き
、

　
　
　
　
ー
』
．
；
、
唇
〉
“
、
　
畠
　
K
り

　
　
　
一
ぜ
音
ノ
ノ
カ
『
立
目
肖

　
　
　
平
さ
れ
た
。

　
　
亦
ー
－
［
、
、

　
　
足
　
　
　
ー
理
を
吋
巳
に

　
　
講
鴇
に
緑
勲
堀
●

　
　
ニ
コ
ロ

　
　
橋
ヒ
塁
・
削
平
地
な
ど

　
　
た
　
　
　
ー
ー

　
　
見
の
戦
匡
即
遺
構
が
み

　
　
ら
　
　
ら
れ
る
。
山
頂
よ
り

　
　
ゆ
　
南
方
約
二
κ
○
メ
ー

　
　
東
ト
ル
に
、
馬
頭
観
世

　
　
　
　
汗
が
ま
つ
ら
れ
て
い

　
　
　
　
る
。

藤
原
城
跡
は
別
名
を
黒
倉
城
．

福
島
城
と
も
い
い
、
黒
倉
字
丹
明

倉
四
一
九
番
地
の
一
に
位
置
す
る

山
城
で
あ
る
。
通
称
を
「
城
山
」

（
じ
ょ
う
や
ま
）
と
い
う
。

　
藤
原
か
ら
黒
倉
集
落
へ
行
く
途

中
か
ら
登
る
こ
と
約
二
〇
分
。
テ

レ
ビ
塔
に
至
る
。
こ
こ
は
標
高
四

九
〇
メ
ー
ト
ル
で
眺
望
が
よ
い
。

ド
郭
は
平
担
で
広
く
、
杉
が
植
林

、　　　ンγづ

乏　’　’
　一’
　－　7　『

ヒ

松
之
山
町
の

　
　
　
山
　
城

No．38

L
郭
を
構
え
た
。
ト
郭
は
幅
八
、

長
さ
一
ニ
メ
ー
ト
ル
、
一
、
万
に
空

堀
が
掘
ら
．
れ
て
い
る
。

　
昆
根
に
は
郭
・
空
堀
・
土
塁
．

削
．
平
地
な
ど
の
戦
国
期
遺
構
が
み

ら
れ
る
。
ヒ
郭
の
北
西
下
を
通
称

屋
敷
跡
と
い
う
。
こ
こ
に
井
戸
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
確
認

で
き
な
か
っ
た
。

東
山
城
跡
は
別
名
を
ヒ
通
城
．

天
尾
山
城
・
堀
之
内
城
と
も
い
い
、

東
山
字
南
谷
一
〇
二
六
番
地
の
七

に
位
置
す
る
山
城
で
あ
る
。
通
称

を
「
城
山
」
と
い
う
。

東
山
集
落
栗
方
約
ニ
キ
ロ
、
中

里
村
と
境
を
接
し
て
い
る
。
卜
日

町
巾
・
中
里
村
・
津
南
町
が
眺
望

で
き
る
景
勝
の
地
で
あ
る
。

林
道
東
山
・
小
沢
線
よ
り
登
る

こ
と
約
二
〇
分
。
山
頂
の
細
長
い

郭
（
幅
一
〇
、
長
さ
三
五
メ
ー
ト

ル
）
の
両
脇
に
空
堀
が
構
築
さ
れ

て
い
る
。
山
頂
付
近
は
比
較
的
平

担
で
、
杉
が
植
林
さ
れ
て
い
る
。

　
浦
田
城
跡
は
別
名
を
深
山
城
（
み

や
ま
）
と
も
い
い
、
浦
圏
字
城
の

越
四
八
五
一
番
地
の
一
、
お
よ
び

字
深
坂
四
九
四
番
地
の
一
に
位
置

す
る
標
盲
同
一
〇
〇
一
メ
ー
ト
ル
の

山
城
で
あ
る
。
通
称
を
「
城
山
」

（
じ
ょ
う
や
ま
）
と
い
う
。

　
L
越
地
方
で
は
、
一
番
標
高
が

高
い
山
城
で
あ
る
。
柏
崎
・
善
光

寺
街
道
を
監
視
す
る
重
要
な
任
務

を
も
っ
た
。
ヒ
郭
は
削
平
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
大
厳
寺
高
原
の
西
方

約
三
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
北
東
方
へ
尾
根
伝
い

に
行
く
と
、
標
高
四
六
五
メ
ー
ト

ル
の
一
郭
が
あ
り
、
秋
葉
神
社
（
石

祠
）
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

o

ー
ト
O
頃
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撫轡君蟹
　　　　　　　　　　－
『一～　　～～　　　　　　 黛

編一

しア’、～一

訓祭
　づン

勲
τ∬、

　（／）

謝

嫉誉轄な不運
いしZヒる足動

嫌㌘酬
禦

　
　
　
、
、
、

　
　
　
ζ

　
　
△
．
ヘ

『、薯乱が

平成2年度の松之山町における営林署直轄地すべり防止
事業は、工種別に見ると次の表のようになっています。

天水越の音沢・天水島・上蝦池で主な工事が実施されて一

おります。

工　　　　　　種 数　量 場　　　　　所

谷　　　　止　　　　 L 1　個
天水越
　（音沢）（』1　個）

コルクリート枠土留工 1　個 天水島　　（1　個）

鋼製枠土留、r 4　個
L蝦池　　（1　個）
（音沢）　（3　個）

水　　　　路　　　　工 76　m
天水越
　（音沢）　（76　m）

横孔ボーリング排水工 500m L蝦池　　（500m）

杭　　　　打　　　　工 14　本 天水越
　（音沢）　（14　本）

集　　　　水　　　　井 2　基
上蝦池　　（1　基）
天水島　　（1　基）

集　水　井　洗　浄工 1　基 天水島　　（1　基〉

おめでた（幽生）
な、，み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生年月日）

夏美ちゃん　小野塚照秋さんの長女（新山）　　　2・7・2

お《驚》み（死亡）
　　　　　　　　　　　　　　　（死亡年月日）
山岸フジエさん　67歳（新山）上　　　　　　　　2・7・9

※7月1日～31日までの届出分です。

黒
1
と
ヘ
コ
ん
で
受
け
る
手
が
、
好
手
で
す
。
白
2

と
ア
テ
た
と
き
、
黒
3
と
眼
を
作
る
手
が
ま
た
ま
た

う
ま
い
手
。
こ
れ
で
生
き
て
い
る
の
で
す
。
白
2
で

3
の
と
こ
ろ
に
打
て
ば
、
黒
2
で
や
は
り
生
き
で
す
。

正
解
者
若
井
千
代
松
さ
ん
（
小
、
谷

　
　
村
山
　
　
伸
さ
ん
（
湯
　
本

　
　
久
保
田
光
栄
さ
ん
（
天
水
島

7
月
号
の
裳
『
λ

●
●●
　②

2図

●●
4

互

四

●「

●
●○

イロハニホヘトチリヌ

黒先生き（1手だけ）

　　　　眼形の急所は？

腸
有
段
を
め
ざ
し
て

詰碁の解答を募集しています。

8月25日までにハガキなどで広報担当まで。

正解者には粗品を進呈。

引
き
揚
げ
者
の
皆
さ
ん
へ

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
　
　
　
の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
た
通

に
戦
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
　
　
　
貨
・
証
券
な
ど
。

方
が
、
当
時
国
内
に
持
ち
込
む
こ
　
　
◎
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

と
が
で
き
な
く
て
税
関
な
ど
に
預
　
　
　
領
事
館
な
ど
に
預
け
た
証
券
な

け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
　
　
　
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
H
本
に
返

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
還
さ
れ
た
も
の
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
二
卜
八
年
か
ら
　
　
　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
本
人
だ
け

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
お
心
　
　
で
な
く
、
家
族
の
方
々
も
問
い
合

当
た
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
　
　
わ
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
、
　
　
ま
た
、
実
際
に
預
け
た
か
ど
う

　
お
返
し
す
る
通
貨
等
は
次
の
も
　
　
か
不
明
の
場
合
で
も
調
査
で
き
る

の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
　
　
　
な
お
、
L
陸
港
が
新
潟
港
以
外

　
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
　
　
の
方
で
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
雛
　
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
問
い
合
わ
せ
先
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
九
．
五
〇
　
新
潟
市

　
　
　
　
　
　
雌
　
　
　
　
　
　
　
腸
　
灘
　
・
　
　
　
　
竜
が
島
一
ー
五
ー

驚
毅
惣
、
．
拓
鹸
濯
簾
騒
、
～
、
騰
、
灘

i
鶴
．
・
－
蜷
繍
　
　
占
　
　
四
新
爆
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輩
　
　
　
　
同
庁
舎
内
　
新
潟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
関
支
督
統
括
監

耀
d
一
国
繭
騨
錦
繊
限

弊
驚
愚
洗
ー
、
．

生きている日本をキャッチ

　国勢調査
　　　、10月1日

　　諺ガいし転
　　　　ゆ
　　　　r　　　『、

　　　凱6、6
　　　．　　θ　　　　　　　’、

O
　　　　　　　臓
　10月1日、全国一斉に国勢調査
が行われます。

　国勢調査は、国や都道府県・市

町村が福祉や雇用、住宅対策など、

これからの行政を考えていく基礎

資料となります。赤ちゃんからお

年寄りまで日本に住んでいるすべ

ての方が調査の対象となります。

　9月下旬に調査員が一戸一戸、

世帯ごとに調査票を配布します。

調査は22項目。時間はあまりおか

けしませんので、もれなく、正確

嚇にご記入ください。皆さんのご協

力をお願いいたします。

醐
◎

　
　
の
　
　
ψ
｝

話
』
、
、
　
，
躍

お
コ

の
源

ミ
資
　
．
W
．

ゴ
「

◎
紙
類

不
用
に
な
っ
た
新
聞
・
雑
誌
・

ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
古
紙
は
、
再

び
パ
ル
プ
と
し
て
利
川
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
古
紙
パ
ル
プ
は
新

し
く
紙
を
つ
く
る
原
料
と
な
り
、

再
生
紙
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。

　
紙
は
木
か
ら
つ
く
ら
れ
ま
す
か

ら
、
古
紙
を
再
利
用
す
る
こ
と
は

地
球
の
限
ら
れ
た
資
源
を
守
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
び
ん
類

　
ガ
ラ
ス
び
ん
は
、
そ
の
ま
ま
洗

っ
て
再
使
用
し
た
り
、
細
か
く
く

だ
い
て
新
し
く
び
ん
を
作
る
原
料

と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
た
っ
た
一
度
使
っ
た
だ
け
で
、

ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
て
し
ま
う
の
は
、

資
源
の
ム
ダ
使
い
と
も
な
り
ま
す
。

再
利
用
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

◎
金
属
類

　
ジ
ュ
ー
ス
や
缶
詰
な
ど
の
空
き

缶
は
、
溶
か
し
て
再
び
缶
を
つ
く

る
原
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

空
き
缶
を
再
利
用
す
れ
ば
、
新
た

に
缶
を
作
る
場
合
に
比
べ
て
、
は

る
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
と
な

り
ま
す
。

◎
布
類

　
着
古
し
た
衣
類
・
シ
ー
ツ
・
タ

オ
ル
・
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
古
布
も

再
び
利
用
で
き
る
大
切
な
資
源
で

す
。
小
さ
く
切
り
き
ざ
ん
で
フ
ェ

ル
ト
や
糸
な
ど
の
原
料
と
な
る
ほ

か
、
油
を
ふ
い
た
り
す
る
ウ
エ
ス

材
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
利
用
で
き
な
い

本
当
の
ゴ
ミ
は
意
外
と
少
な
い
も

の
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
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禦
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『、薯乱が

平成2年度の松之山町における営林署直轄地すべり防止
事業は、工種別に見ると次の表のようになっています。

天水越の音沢・天水島・上蝦池で主な工事が実施されて一

おります。

工　　　　　　種 数　量 場　　　　　所

谷　　　　止　　　　 L 1　個
天水越
　（音沢）（』1　個）

コルクリート枠土留工 1　個 天水島　　（1　個）

鋼製枠土留、r 4　個
L蝦池　　（1　個）
（音沢）　（3　個）

水　　　　路　　　　工 76　m
天水越
　（音沢）　（76　m）

横孔ボーリング排水工 500m L蝦池　　（500m）

杭　　　　打　　　　工 14　本 天水越
　（音沢）　（14　本）

集　　　　水　　　　井 2　基
上蝦池　　（1　基）
天水島　　（1　基）

集　水　井　洗　浄工 1　基 天水島　　（1　基〉

おめでた（幽生）
な、，み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生年月日）

夏美ちゃん　小野塚照秋さんの長女（新山）　　　2・7・2

お《驚》み（死亡）
　　　　　　　　　　　　　　　（死亡年月日）
山岸フジエさん　67歳（新山）上　　　　　　　　2・7・9

※7月1日～31日までの届出分です。

黒
1
と
ヘ
コ
ん
で
受
け
る
手
が
、
好
手
で
す
。
白
2

と
ア
テ
た
と
き
、
黒
3
と
眼
を
作
る
手
が
ま
た
ま
た

う
ま
い
手
。
こ
れ
で
生
き
て
い
る
の
で
す
。
白
2
で

3
の
と
こ
ろ
に
打
て
ば
、
黒
2
で
や
は
り
生
き
で
す
。

正
解
者
若
井
千
代
松
さ
ん
（
小
、
谷

　
　
村
山
　
　
伸
さ
ん
（
湯
　
本

　
　
久
保
田
光
栄
さ
ん
（
天
水
島

7
月
号
の
裳
『
λ

●
●●
　②

2図

●●
4

互

四

●「

●
●○

イロハニホヘトチリヌ

黒先生き（1手だけ）

　　　　眼形の急所は？

腸
有
段
を
め
ざ
し
て

詰碁の解答を募集しています。

8月25日までにハガキなどで広報担当まで。

正解者には粗品を進呈。

引
き
揚
げ
者
の
皆
さ
ん
へ

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
　
　
　
の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
た
通

に
戦
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
　
　
　
貨
・
証
券
な
ど
。

方
が
、
当
時
国
内
に
持
ち
込
む
こ
　
　
◎
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

と
が
で
き
な
く
て
税
関
な
ど
に
預
　
　
　
領
事
館
な
ど
に
預
け
た
証
券
な

け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
　
　
　
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
H
本
に
返

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
還
さ
れ
た
も
の
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
二
卜
八
年
か
ら
　
　
　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
本
人
だ
け

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
お
心
　
　
で
な
く
、
家
族
の
方
々
も
問
い
合

当
た
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
　
　
わ
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
、
　
　
ま
た
、
実
際
に
預
け
た
か
ど
う

　
お
返
し
す
る
通
貨
等
は
次
の
も
　
　
か
不
明
の
場
合
で
も
調
査
で
き
る

の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
　
　
　
な
お
、
L
陸
港
が
新
潟
港
以
外

　
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
　
　
の
方
で
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
雛
　
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
問
い
合
わ
せ
先
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
九
．
五
〇
　
新
潟
市

　
　
　
　
　
　
雌
　
　
　
　
　
　
　
腸
　
灘
　
・
　
　
　
　
竜
が
島
一
ー
五
ー

驚
毅
惣
、
．
拓
鹸
濯
簾
騒
、
～
、
騰
、
灘

i
鶴
．
・
－
蜷
繍
　
　
占
　
　
四
新
爆
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輩
　
　
　
　
同
庁
舎
内
　
新
潟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
関
支
督
統
括
監

耀
d
一
国
繭
騨
錦
繊
限

弊
驚
愚
洗
ー
、
．

生きている日本をキャッチ

　国勢調査
　　　、10月1日

　　諺ガいし転
　　　　ゆ
　　　　r　　　『、

　　　凱6、6
　　　．　　θ　　　　　　　’、

O
　　　　　　　臓
　10月1日、全国一斉に国勢調査
が行われます。

　国勢調査は、国や都道府県・市

町村が福祉や雇用、住宅対策など、

これからの行政を考えていく基礎

資料となります。赤ちゃんからお

年寄りまで日本に住んでいるすべ

ての方が調査の対象となります。

　9月下旬に調査員が一戸一戸、

世帯ごとに調査票を配布します。

調査は22項目。時間はあまりおか

けしませんので、もれなく、正確

嚇にご記入ください。皆さんのご協

力をお願いいたします。

醐
◎

　
　
の
　
　
ψ
｝

話
』
、
、
　
，
躍

お
コ

の
源

ミ
資
　
．
W
．

ゴ
「

◎
紙
類

不
用
に
な
っ
た
新
聞
・
雑
誌
・

ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
古
紙
は
、
再

び
パ
ル
プ
と
し
て
利
川
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
古
紙
パ
ル
プ
は
新

し
く
紙
を
つ
く
る
原
料
と
な
り
、

再
生
紙
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。

　
紙
は
木
か
ら
つ
く
ら
れ
ま
す
か

ら
、
古
紙
を
再
利
用
す
る
こ
と
は

地
球
の
限
ら
れ
た
資
源
を
守
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
び
ん
類

　
ガ
ラ
ス
び
ん
は
、
そ
の
ま
ま
洗

っ
て
再
使
用
し
た
り
、
細
か
く
く

だ
い
て
新
し
く
び
ん
を
作
る
原
料

と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
た
っ
た
一
度
使
っ
た
だ
け
で
、

ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
て
し
ま
う
の
は
、

資
源
の
ム
ダ
使
い
と
も
な
り
ま
す
。

再
利
用
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

◎
金
属
類

　
ジ
ュ
ー
ス
や
缶
詰
な
ど
の
空
き

缶
は
、
溶
か
し
て
再
び
缶
を
つ
く

る
原
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

空
き
缶
を
再
利
用
す
れ
ば
、
新
た

に
缶
を
作
る
場
合
に
比
べ
て
、
は

る
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
と
な

り
ま
す
。

◎
布
類

　
着
古
し
た
衣
類
・
シ
ー
ツ
・
タ

オ
ル
・
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
古
布
も

再
び
利
用
で
き
る
大
切
な
資
源
で

す
。
小
さ
く
切
り
き
ざ
ん
で
フ
ェ

ル
ト
や
糸
な
ど
の
原
料
と
な
る
ほ

か
、
油
を
ふ
い
た
り
す
る
ウ
エ
ス

材
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
利
用
で
き
な
い

本
当
の
ゴ
ミ
は
意
外
と
少
な
い
も

の
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
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　なんでもたべちゃうさかな
　くわがたやおにぎりもだよ

たなべめぐみざん
　（松之山　田中）

t．

ねことてつぽう

いしづかまことくん
　　（猪之名　新屋）

おのづかかずやくん
　　（湯山せぎ）

1、

劔雛

ねこのかお

鑛
鮮

鐙

　　　　　　　　　　　　　　　　（湯山　坂中）
なんでもたべちゃうさかなメロンと
おうちとちいさいかいじゅうたべちゃった

▼
7
月
の
で
き
ご
と

l
H
　
郡
P
T
A
大
会
（
松
之
山

　
　
小
学
校
）

6
口
　
町
民
長
な
わ
と
び
大
会

8
日
　
町
消
防
地
域
想
定
訓
練

9
日
　
国
保
運
営
協
議
会

n
口
　
郡
森
林
組
合
広
域
合
併
調

　
　
印
式

16

H
　
町
高
齢
者
ス
ボ
ー
ツ
大
会

18

H
　
東
部
振
興
協
議
会

　
　
農
業
者
年
金
総
会
、

19

H
　
町
民
つ
な
引
き
大
会

23

口
　
農
業
委
員
会
総
会

24

H
　
防
除
班
長
会
議

即
口
　
献
血
（
浦
田
・
松
里
）

四
口
，
第
一
κ
回
町
民
体
育
大
会

鉤
H
　
農
業
共
済
連
絡
員
会
議

▼
8
月
の
予
定

4
H
　
真
夏
か
ま
く
ら
塾
（
6
H

　
　
　
ま
で
浦
田
）

14

H
真
夏
の
雪
ま
つ
り
大
会

　
　
　
（
大
厳
寺
高
原
）

博
H
　
町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
大
会

26

H
　
歩
け
歩
け
大
会
（
予
定
）

　
　
　
　
　
編
集
後
記

今
年
の
梅
雨
は
例
年
に
な
く
．
雨
が

少
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
い
き
な

り
人
き
な
．
窟
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、

．
率
．
順
な
天
候
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
秋

に
な
っ
て
．
長
雨
に
な
ら
な
け
れ
ば
良

い
の
で
す
が
…
…
。

七
月
は
町
民
体
育
大
会
を
は
じ
め
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
化
の
進
む
松
之
山
で
す
が
、
一

人
一
人
が
身
体
を
動
か
し
元
気
で
生

活
し
た
い
も
の
で
す
。

　
も
う
す
ぐ
お
盆
。
町
の
人
口
が
急

に
増
加
し
、
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
が

ど
っ
と
押
し
寄
せ
ま
す
。
交
通
事
故

を
起
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
遭
わ
な

い
よ
う
ト
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

何
で
も
質
問
コ
ー
ナ
ー
は
休
み
ま
し
た
。

八
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
八
八
五
（
　
六
）

　
男
／
一
、
九
〇
〇
（
　
五
）

　
女
／
一
、
九
八
五
（
　
一
）

世
帯
数
／
一
、
一
八
八
（
　
○
）

（
）
内
は
七
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
八
月
号

平
成
二
年
八
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
”
六
－
一
二
一
一
二
一

編
集
／
議
会
事
務
局

土
曜
閉
庁
　
8
月
H
日
・
2
5
日
　
9
月
8
日
・
2
2
口

＊
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
の
届
は
出
来
ま
す

広報

　　　19909月号（Nα175）

　．露》

残一
　一亀　

村
の
秋
ま
つ
り
が
終
る
と

各
農
家
で
は
一
斉
に

稲
刈
り
を
始
め
ま
す
。

今
年
の
作
柄
は
や
や
良
と

い
う
事
で
す
が

皆
さ
ん
の
所
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

湯
山
の
神
楽
祭
、

今
年
も
大
変
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。


